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２　市民一斉防災訓練を行います
３　人事行政の運営状況を公表します
６　上下水道料金の改定（案）について
８　幼稚園・保育園・放課後児童クラブの申込受付開始
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14　フォトスケッチ
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職　員　数 増減数23 年度 24 年度

普通会計

下記以外 373 人 367 人 ▲ 6 人

教　　育 58 人 55 人 ▲ 3 人

消　　防 71 人 72 人 1 人

小　　計 502 人 494 人 ▲ 8 人

公営企業等会計 114 人 111 人 ▲ 3 人

合　　　計 616 人 605 人 ▲ 11 人

区　分 内　訳

採用者数 　15 人（一般行政職 8 人、医療職 4 人、消防職 3 人）

退職者数 　32 人（一般行政職 18 人、技能労務職 5 人、医療職 9 人）

区　分 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

計　画 701 人 688 人 673 人 639 人 622 人 608 人

職員数 691 人 674 人 657 人 637 人 616 人 605 人

対前年職員減 ▲ 17 人 ▲ 17 人 ▲ 20 人 ▲ 21 人 ▲ 11 人

区　分 標準的な職名 職員数 構成比

６級 課長 6 人 2.1％

５級 課長、室長 23 人 8.1％

４級 係長 70 人 24.7％

３級 主任 151 人 53.2％

２級 主事、技師 18 人 6.3％

１級 主事補 16 人 5.6％

合　計 284 人 100.0％

職員の採用・退職の状況（平成 24 年度）■■  ■  

職員数の状況（各年 4 月 1 日現在）■■  ■  

部門別職員数の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）■■  ■  

一般行政職の級別職員数の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）■■  ■  

教育部門には教育長１名を含んでいます。

・魚沼市の給与条例に基づく給料表の級区分による
　職員数です。

・「標準的な職名」とは、それぞれの級に該当する
　代表的な職名です。

区　分
部　門

　平成２４年度における魚沼市の職員数や給与等の概要をお知らせします。
　詳細は「人事行政の運営等の状況」として、市ホームページ・市役所総務課

（小出庁舎）・各市民センター・北部振興事務所で閲覧できます。

人事行政の運営等の状況を
公表します

問　総務管理室　☎７９２－９２０３
地
震
の
際
、
い
の
ち
を
守
る
「
と
っ
さ
の
行
動
」
と
れ
ま
す
か

10
月
20
日
㈰
実
施

市
民
一
斉
防
災
訓
練

　
　

周
囲
を
よ
く
見
る

　
　

落
下
物
か
ら
離
れ
る

　
　

低
く
な
る

　
　

頭
を
守
る

　

地
震
に
よ
る
人
的
被
害
の
多
く

は
、揺
れ
に
よ
る
家
具
等
の
転
倒
、

落
下
物
等
に
よ
る
負
傷
で
す
。

　

身
を
守
る
た
め
に
は
、

が
効
果
的
な
行
動
で
す
。

　

魚
沼
市
で
は
、
自
分
の
身
を
自

分
で
守
る
「
自
助
」
を
再
確
認
す

る
た
め
、

１０
月

２０
日
㈰
８
時
か
ら

約
２
分
間
、
市
内
全
域
で
「
市
民

一
斉
防
災
訓
練
（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
訓
練
※
）」
を
実
施
し
ま
す
。

　

自
宅
や
会
社
な
ど
、
指
定
さ
れ

た
日
時
に
居
る
場
所
で
訓
練
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

＊安全行動の１－２－３

①ドロップ：
　まず低く！

②カバー：
　頭を守り！

③ホールド・オン：
　動かない！

１０
月
２０
日
は
次
の
よ
う
に

実
施
し
て
く
だ
さ
い

8:008:02

■
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
開
始　

８
時
の
防
災

行
政
無
線
の
サ
イ
レ
ン

を
合
図
に
上
図
の
「
安

全
行
動
」
を
１
～
２
分

間
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

■
自
主
防
災
会
訓
練
開

始　

引
き
続
き
、
自
主

防
災
会
ご
と
に
実
施
す

る
防
災
訓
練
に
参
加

し
、
安
全
に
避
難
で
き

る
体
制
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と
は

　

２
０
０
８
年
に
ア
メ
リ
カ
で
始

ま
っ
た
地
震
防
災
訓
練
で
す
。

　

指
定
さ
れ
た
日
時
に
、
地
震
か

ら
身
を
守
る
安
全
行
動（
上
図
＊
）

を
、
不
特
定
多
数
が
そ
れ
ぞ
れ
居

る
場
所
で
一
斉
に
行
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
、
各
地
で
大
規
模
な

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

ガラス戸棚や窓ガラスには、
飛散防止ガラス
フィルムを貼り
ましょう。

タンス・食器棚、冷蔵庫には
Ｌ字金具を使
い、壁に固定
しましょう。

照明を紐などで天
井の丈夫な部分に
固定しましょう。

テーブルやテレビなどの底部
に 耐 震 粘 着
マ ッ ト を 貼
りましょう。

　「うごく」もの

食器棚・冷蔵庫などの引き戸
や引き出しは
飛び出しを防
ぐ対応をしま
しょう。

　「とぶ」もの

　「われる」もの

　「たおれる」もの

　「おちる」もの

自宅の地震対策、

大丈夫ですか
　家庭内の家具や家電、照明
器具があなたを襲う凶器にな
らないようにしましょう。

　９月１６日１２時、台風１８号の影響で降り続
いた雨により、魚沼市は水害警戒本部を設置しま
した。（９月１７日１７時解散）
　この雨による市内の被害状況は次の通りです。
また、被害後の防疫対策等に多くの皆さまからご
協力いただきました。ありがとうございました。

台風１８号の爪あと台風１８号の爪あと台風１８号の爪あと台風１８号の爪あと

地　域 地　区
被害状況

住　家 非住家
床下浸水 床上浸水 浸　水

堀之内 竜　光 ０ ０ １
下　島 １ ０ ０

小　出

古新田 ６ ０ １
浦　町 １ ０ ０
栄　町 １ ０ １
中ノ島 １ ０ ０
四日町 １ ０ ０
柳　原 ２ ０ ０
青　島 １ ０ ０

計 ９地区 １４ ０ ３

問　

危
機
管
理
室　

☎
７
９
２
・
９
２
１
４

（9 月 20 日　10:00 現在）
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職員数の給与の状況（平成 24 年度普通会計決算）■■  ■  

職員数（A） 給　与　費 １人あたり
給与額（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

人 千円 千円 千円 千円 千円

496 1,836,902 310,877 644,362 2,792,141 5,629

ラスパイレス指数の状況（各年 4 月 1 日現在）■■  ■  

区　分 魚沼市 県内市
平　均

類似団体
平　　均

全国市
平　均

平成 23 年度 92.4 94.6 96.5 98.8

平成 24 年度 99.6
（92.0）

102.7
（94.9）

105.0
（97.0）

106.9
（98.8）

　・ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100
　　とした場合の、地方公務員の給与水準を示す指数です。
　・「類似団体平均」とは、人口規模、産業構造が類似して
　　いる団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。
　・平成 24 年度の各欄の (　) は、国家公務員の時限的（2
　　年間）な給与改定特例法による措置がないとした場合
　　の値です。

平均年齢及び平均給料月額等の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）■■  ■  

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

一般行政職

魚沼市 　　44.9 歳 316,900 円 371,107 円 345,269 円
新潟県 　　42.8 歳 336,185 円 408,743 円 364,225 円

国 　　42.3 歳 304,944 円
（329,917 円） ー 372,906 円

（401,789 円）
類似団体 　　43.5 歳 327,709 円 376,378 円 352,805 円

　・「平均給料月額」とは、平成 24 年 4 月 1 日現在における基本給の平均です。
　・「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの全ての諸手
　　当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。
　・「平均給与月額（国ベース）」とは、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当・特殊勤務手当等の手当
　　が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。
　・「国」（国家公務員）欄内の (　) は給与特例法による減額がないとした場合の値（減額前）です。
　 ・「類似団体」とは、人口と産業構造が同規模の市のことをいいます。

職員の主な手当の状況（平成 24 年度）■■  ■  

区　分 魚　沼　市 国の制度と異なる内容

期末手当
　・支給割合　2.60 月分（6 月期 1.25　12 月期 1.35）
　　※管理職員においては市独自削減により、支給割合は 2.30 月分
　　（職制上の段階・等級による加算措置あり）

ー

勤勉手当 　・支給割合　1.35 月分（6 月期 0.70　12 月期 0.65）
　　（職制上の段階・等級による加算措置あり） ー

扶養手当

　・配偶者　　　13,000 円 / 月
　・配偶者以外　  6,500 円 / 月
　※配偶者が無い場合は 1 人目 11,000 円
　（満 16 歳の年度初めから満 22 歳の年度末までの子 1 人につき
　   5,000 円を加算）

ー

住居手当 　借家、借間に居住し、月額 12,000 円を超える家賃を払っている場合、　
　その負担額に応じて月額最高 27,000 円まで支給 ー

通勤手当

　・電車、バス等の利用者で、負担している運賃に応じて月額最高
　　55,000 円まで支給
　・自動車等利用者で、片道使用距離に応じて月額 2,000 円～ 24,500 円
　　　まで支給

ー

時間外勤務手当

　・正規の勤務時間を超えて勤務した場合に支給
　　午後 10 時～午前 5 時　1 時間当たり単価× 1.50 ×勤務時間数
　　上記以外の時間   　　　1 時間当たり単価× 1.25 ×勤務時間数
　・正規の勤務日以外に勤務した場合に支給
　　午後 10 時～午前 5 時　1 時間当たり単価× 1.60 ×勤務時間数
　　上記以外の時間   　　　1 時間当たり単価× 1.35 ×勤務時間数

単価の算出方法

区　分 魚　沼　市 国の制度と異なる内容

休日給 　・祝日法による休日等に勤務した場合に支給
　　1 時間当たり単価× 1.35 ×勤務時間数 単価の算出方法

管理職手当 　・管理、監督の地位にある職員に支給　29,600 円～ 41,600 円 / 月 　46,300 円～
　　　139,300 円 / 月

寒冷地手当 　・世帯の状況に応じて 11 月～翌 3 月まで支給
　　7,360 円～ 17,800 円 / 月 ー

退職手当

　　　　　　　　　  【自己都合】　　　　【勧奨・定年】
　・勤続 20 年　　　23.50 月分　　　　　30.55 月分
　・勤続 25 年　　　33.50 月分　　　　　41.34 月分
　・勤続 35 年　　　47.50 月分　　　　　59.28 月分
　・最高限度額　　   59.28 月分　　　　　59.28 月分
　※その他の加算措置：定年前早期退職特例措置 2 ～ 20％加算

ー

特別職の報酬等の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）■■  ■  

区　分 給料等月額 期末手当（支給割合）

給　料 市　長 702,000 円（780,000 円）
2.95 月分

6 月期 1.40 月分
12 月期 1.55 月分

副市長 555,750 円（585,000 円）

報　酬
議　長 380,000 円（390,000 円）
副議長 312,000 円（320,000 円）
議　員 292,000 円（300,000 円）

「給料等月額」の（　）内は、　
市独自削減前の月額です。

職員の分限及び懲戒処分の状況（平成 24 年度）■■  ■  
（１）分限処分…休職　3 人　
（２）懲戒処分…戒告　6 人

職員の服務の状況（平成 24 年度）■■  ■  
　本市においては、“ 綱紀の粛正について（選挙運動）” など、計 4 回の通知等により、職員の綱紀粛正及び服
務規律の確保に努めました。

職員の研修及び勤務成績の評定の状況（平成 24 年度）■■  ■  
（１）職員研修…研修科目数　35 科目、延べ参加者数　999 名
（２）勤務成績の評定…個々の職員の職務行動を通して、業績・能力を細かに分析・評価し、職員の能力開発、　

　　　　　　　　　　  資質向上及び人員配置などの人事管理に反映しています。

職員の福祉の状況（平成 24 年度）■■  ■  
（１）健康診断の状況

　　○定期健康診断　　○人間ドック　　○産業医による健康相談会（2 回）
（２）公務災害及び通勤災害の発生件数

　　○公務災害　8 人　○通勤災害　0 人
（３）安全衛生管理

　○衛生委員会の開催及び職場環境点検の実施　　13 回
　○職場の健康づくり支援事業にかかる研修会　　83 人

職員の利益の保護の状況（平成 24 年度）■■  ■  
（１）勤務条件に関する措置の要求　0 件
（２）不利益処分に関する不服申し立て　0 件

{

　・職員手当には退職手当負
　　担金が含まれていません。
　・職員数は特別職（市長・
　　副市長）含む平成 24 年
　　4 月 1 日現在の人数です。

{

職員向けメンタルヘルス研修会の様子
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８
月
１０
日
号
の
市
報
で
お
知
ら

せ
し
た
「
次
期
算
定
期
間
に
お
け

る
上
下
水
道
料
金
の
検
証
」
に
つ

い
て
は
、
将
来
の
有
収
水
量
の
推

計
及
び
必
要
経
費
を
積
算
し
、
公

営
企
業
等
運
営
審
議
会
で
審
議
し

て
い
た
だ
き
、
審
議
会
の
意
見
を

基
に
、
次
の
と
お
り
料
金
改
定

（
案
）
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
意
見
を
お
聞
き
し
、

料
金
の
最
終
案
を
決
定
し
て
、
議

会
に
提
案
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

水
道
・
下
水
道
の
料
金
改
定
に

つ
い
て
の
意
見
・
質
問
は
１０
月
３１

日
ま
で
に
、ガ
ス
水
道
局
へ
手
紙
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
等
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。（
宛
先
は
７
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

※
本
紙
面
に
お
け
る
金
額
は
、
全

て
消
費
税
抜
き
で
す
。

検
証
の
結
果

料金案 理由及び内容

特例措置
の継続の

是非

特例措置は廃止

特例措置により５区画
としていた区画数を２
区画としていた。

前回の料金改定時は、景気低迷を理由に特例措置
を実施したが、現在徐々にではあるが景気や雇用
情勢は回復しているため特例措置を廃止する。

料金

体系
現行どおり

全国の料金改定実施団体及び県内の料金体系を参
考とし次のとおりとする。
　・料金の額は、基本料金＋従量料金で算出する
　・従量料金は、てい増型とする（※）
　・従量料金の区画数は５区画とする
　てい増度（区画ごとの単価が上昇する倍率）は、
　　全国及び県内と比較して魚沼市は小さい。
　　水道　魚沼市：1.13 倍
　　　　　（全国平均：1.53 倍、県内平均：1.20 倍）
　　下水道　魚沼市：1.08 倍
　　　　　（全国平均：2.07 倍、県内平均：1.29 倍）

適正な
料金

減額
将来の水需要の推計及び必要経費の積算の結果、
料金原価が減少したため

※「てい増型」　使用水量が増えるごとに料金単価が増す体系

料
金
改
定
（
案
）
の
要
旨

○
従
量
料
金
区
分
は
、
前
回
設
け

　

た
特
例
措
置
を
廃
止
し
、
２
区

　

画
か
ら
５
区
画
に
設
定
し
ま
し

　

た
。

○
有
収
水
量
（
料
金
を
い
た
だ
く

　

水
量
）
及
び
料
金
原
価
等
（
費

　

用
）
は
、
平
成
２６
年
度
か
ら
平

　

成
２９
年
度
ま
で
の
４
年
間
を
推

　

計
し
、
平
均
値
を
求
め
算
出
し

　

ま
し
た
。

○
水
道
１
m3
を
供
給
す
る
た
め
に

　

必
要
な
料
金
は
平
均
１０
・ 

５３ 
円

　

／
m3
値
下
げ
す
る
案
で
す
。

○
下
水
道
の
汚
水
を
１
m3
処
理
す

　

る
た
め
に
必
要
な
料
金
は
、
平

　

均
で
８
・
５４
円
／
m3
値
下
げ
す

　

る
案
で
す
。

使用水量（月） 現行 改定（案） 比較 備考

10m3

水道料金 1,280 1,170 ▲ 110
下水道使用料 1,950 1,870 ▲ 80

計 3,230 3,040 ▲ 190

20m3

水道料金 2,560 2,340 ▲ 220
標準家庭下水道使用料 4,000 3,740 ▲ 260

計 6,560 6,080 ▲ 480

30m3

水道料金 3,840 3,560 ▲ 280
下水道使用料 6,050 5,660 ▲ 390

計 9,890 9,220 ▲ 670

40m3

水道料金 5,120 4,830 ▲ 290
下水道使用料 8,100 7,630 ▲ 470

計 13,220 12,460 ▲ 760

50m3

水道料金 6,400 6,100 ▲ 300
下水道使用料 10,150 9,600 ▲ 550

計 16,550 15,700 ▲ 850

使
用
水
量
と
料
金
額
の
例

新
料
金
の
適
用
時
期

　

新
料
金
の
適
用
は
、
平
成
２６
年

６
月
１
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

料金区分 現行 改定（案） 比較 算出方法・要点

基
本
料
金

メ
ー
タ
ー
口
径

Φ 13mm 730 700 ▲ 30

○水道料金算定基準に基づき算定
○基本料金の対象となる原価を、メーター
　の個数や単価・流量比（※２）を基にメー
　ターの口径別に配分し算出

Φ 20mm 1,520 870 ▲ 650
Φ 25mm 2,320 1,590 ▲ 730
Φ 30mm 3,490 3,280 ▲ 210
Φ 40mm 6,150 4,860 ▲ 1,290
Φ 50mm 10,640 11,370 730
Φ 70mm 24,860 34,050 9,190

従
量
料
金
（
※
１
）

水
量
区
分

1m3 ～ 10m3 55 47 ▲ 8 ○従量料金の対象となる原価を区画に分
　布する水量を基に算出
○特例措置を廃止し、２区画から５区画
　に設定
○てい増型とし、区画間差額を５円に設定
○他市町村より、区画間差額を低く設定

11m3 ～ 20m3

128

117 ▲ 11
21m3 ～ 30m3 122 ▲ 6
31m3 ～ 100m3 127 ▲ 1

101m3 以上 132 4

水
道
料
金
（
案
）

※１　水量区分における１m3 当たりの単価
※２　Φ 13mm のメーターで使用できる水量に対し、その他のメーターが使用できる水量の比率

料金区分 現行 改定（案） 比較 算出方法・要点

基本使用料 800 1,100 300
○下水道使用料算定基準に基づき算定
○基本料金の対象となる原価を、メーター
　の個数を基に算出

従
量
料
金
（
※
１
）

水
量
区
分

1m3 ～ 10m3 115 77 ▲ 38 ○従量料金の対象となる原価を区画に分
　布する水量を基に算出
○特例措置を廃止し、２区画から５区画
　に設定
○てい増型とし、区画間差額を５円に設定
○他市町村より、区画間差額を低く設定

11m3 ～ 20m3

205

187 ▲ 18
21m3 ～ 30m3 192 ▲ 13

31m3 ～ 100m3 197 ▲ 8
101m3 以上 202 ▲ 3

下
水
道
使
用
料（
案
）

※１　水量区分における１m3 当たりの単価

送り先：
　〒９４６－００１１
　小出島７８８
ＴＥＬ：７９２－１１１８
ＦＡＸ：７９２－１１１９
Ｅメール：
gyomu@city.uonuma.niigata.jp

意見・質問は１０月３１日まで
にガス水道局業務課へ

料
金
改
定
に
お
け
る
需
要
想
定
と
要
旨

算定期間平均
差額

前回 今回
Ａ  料金対象原価（千円） 648,894 582,637 ▲ 66,257
Ｂ  有収水量（m3） 4,555,815 4,417,304 ▲ 138,511
１m3 当り平均単価（円）

（Ａ÷Ｂ× 1000） 142.43 131.90 ▲ 10.53

算定期間平均
差額

前回 今回
Ａ  使用料対象原価（千円） 899,363 856,812 ▲ 42,551
Ｂ  有収水量（m3） 4,378,779 4,352,566 ▲ 26,213
１m3 当り平均単価（円）

（Ａ÷Ｂ× 1000） 205.39 196.85 ▲ 8.54

4,727,055m3

4,617,790m3

4,568,829m3
4,523,531m3

4,477,997m3
4,435,614m3

4,396,176m3
4,359,433m3

39,966 人 39,837 人 39,133 人 38,719 人 38,309 人 37,903 人 37,502 人 37,105 人

H22 実績 H23 実績 H24 実績 H25 想定値 H26 想定値 H27 想定値 H28 想定値 H29 想定値

水道事業における需要想定

給水人口 有収水量

水道事業の料金原価・水量・単価下水道事業の使用料原価・水量・単価

4,565,053m3

4,483,550m3
4,460,794m3

4,431,453m3

4,396,012m3
4,364,400m3

4,336,720m3
4,313,132m3

38,749 人 38,208 人 37,692 人 37,270 人 36,853 人 36,440 人 36,032 人 35,628 人

H22 実績 H23 実績 H24 実績 H25 想定値 H26 想定値 H27 想定値 H28 想定値 H29 想定値

下水道事業における需要想定

水洗化人口 有収水量

○
有
収
水
量
（
料
金
を
い
た
だ
く
水
量
）
は
、
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事

　

業
と
も
に
、
人
口
減
少
に
伴
い
減
少
し
て
い
く
と
推
計
し
ま
し
た
。

○
料
金
原
価

等
（
費
用
）

は
、
施
設
の

統
廃
合
等
に

よ
る
運
営
経

費
の
縮
減
及

び
、
借
金
の

返
済
や
借
入

抑
制
に
よ
る

支
払
利
息
の

縮
減
で
減
少

す
る
と
積
算

し
ま
し
た
。

○
前
述
の
２

点
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
を
計

算
す
る
と
前

回
料
金
を
減

額
で
き
る
結

果
と
な
り
ま

し
た
。

上
下
水
道
料
金
の

改
定
（
案
）
に
つ
い
て

お知らせします

問
ガ
ス
水
道
局　

　
　

☎
７
９
２
・
１
１
１
８

水道料金は、Φ 13mm メーターで計算しています

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）



市報うおぬま　2013. 10.10 　 8 市報うおぬま9

　

保
護
者
が
働
い
て
い
る
場
合
や

病
気
な
ど
の
た
め
に
家
庭
で
保
育

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、

家
庭
の
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育

す
る
施
設
で
す
。

　

文
部
科
学
省
の
幼
稚
園
教
育
要

領
に
基
づ
い
て
幼
児
を
教
育
す
る

施
設
で
す
。

１０
月
１５
日
㈫

～
１１
月
１５
日
㈮

■
受
付
期
間

■
保
育
料

　

入
園
児
童
の
年
齢
と
、
児
童
が

属
す
る
世
帯
の
所
得
税
額
や
市
民

税
の
課
税
額
か
ら
「
保
育
料
徴
収

金
基
準
額
表
」
に
よ
り
算
定
さ
れ

ま
す
。

■
延
長
保
育

　

保
護
者
の
勤
務
時
間
等
の
都
合

で
、
通
常
の
保
育
時
間
を
超
え
て

保
育
が
必
要
な
場
合
に
お
預
か
り

す
る
「
延
長
保
育
」
を
、
市
内
す

べ
て
の
保
育
園
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

保育園 所在地 電話番号 定員

通常の保育時間
平日 土曜 日曜・休日

8:30 ～ 16:00 8:30 ～ 12:00 休園
延長時間を含む開園時間

平日 土曜 日曜・休日

市　

立

堀之内なかよし保育園 堀之内 3910-1 794-6161 270 名

　7:00

　～ 19:00

7:00 ～ 19:00

休園

佐梨保育園 佐梨 777-4 792-0634 75 名
7:00 ～ 19:00

（佐梨保育園で実施）
ひがし保育園 佐梨 356 792-6320 60 名

伊米ヶ崎保育園 虫野 1897-8 792-1095 90 名

つくし保育園 七日市 275-1 792-1191 150 名 7:00 ～ 19:00
（つくし保育園で実施）ひかり保育園 宇津野 618 795-2356 45 名

ふたば西保育園 山口 20-1 799-2227 160 名 7:00 ～ 19:00
（２園で週ごとに交代）ふたば東保育園 今泉 1995-1 799-2058 160 名

守門保育園 須原 4403 797-2002 90 名 7:00 ～ 19:00

私　

立

小出保育園 小出島 598 792-3434 180 名 7:00 ～ 22:00 7:00 ～ 22:00 7:00 ～ 22:00

清心保育園 四日町 277-1 792-5144 45 名 7:00 ～ 19:30 7:00 ～ 19:00 休園

■市内保育園一覧（市立９園、私立２園）

　「保護者の求職活動」を理由に保育園を利用される場合で、就労しない状態が入園から
一定期間経過したときは、保育の実施解除（退園）の決定を受けることがあります。
　未満児（H23.4.2 以降生まれ）の年度途中の入園については各保育園にご相談ください。

＊保護者の求職活動を理由とした入園について

　申込み・お問い合わせは、各保育園または子ども課へ
　※申込書類は各保育園にあります。

１０
月
１５
日
㈫

～
１１
月
１５
日
㈮

■
市
立
幼
稚
園
受
付
期
間

■
私
立
幼
稚
園
受
付
期
間

　

保
護
者
等
が
、
仕
事
等
で
昼
間

家
庭
に
い
な
い
小
学
校
低
学
年
の

子
ど
も
た
ち
に
、
適
切
な
遊
び
や

生
活
の
場
を
提
供
し
て
、
健
全
育

成
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

■
対
象

　

保
護
者
等
が
仕
事
等
で
昼
間
家

庭
に
い
な
い
、
概
ね
１０
歳
未
満
の

児
童

名称 実施場所 電話番号
開館時間　※クラブにより若干異なります

平日 土曜・長期休み 日曜・休日

市　

営

堀之内放課後児童クラブ 堀之内子育て支援センター 堀之内 409 794-2158

放課後～ 18:30 7:45 ～ 18:30 休館

小出つくしクラブ 小出児童センター 佐梨 777-4 792-1250

小出北部つくしクラブ 小出小学校 佐梨 1060 793-2012

湯之谷放課後児童クラブ 湯之谷児童館 七日市 276 792-1713

広神東よつばクラブ よつば児童館 今泉 1995-1 799-3505

広神西よつばクラブ 広神農村環境改善センター 田中 100-1 799-2964

守門きのめクラブ 守門庁舎 須原 520 797-2314

入広瀬放課後児童クラブ 入広瀬こどもの家 穴沢 224-3 796-3037

私
営ひまわり放課後児童クラブ 小出保育園隣 小出島 665-5 792-3434 放課後～ 22:00 7:00 ～ 22:00 7:00 ～ 22:00

■
そ
の
他

■放課後児童クラブ一覧（市営８クラブ、私営１クラブ）

　申込み・お問い合わせは、各施設または子ども課へ　
　※申込書類は各施設にあります。

・
小
出
地
区
の
ク
ラ
ブ
で
人
数
が

偏
る
場
合
は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
希
望
の
ク
ラ
ブ
に

入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
開
館
時
間
帯
等
に
不
都
合
の
あ

る
方
は
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は

子
ど
も
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保育料徴収金基準額表
各月初日の入園児童の属する世帯の階層区分 保育料月額（円）

階層 定　　義
年度初日の前日の年齢

３歳未満児 ３歳児 ４歳以上児
１ 生活保護世帯 0 0 　0

２ 第１階層及び第４－１～７階層
に該当しない世帯で、前年度の
市民税の額が右の区分に該当する
世帯

非課税世帯
母子世帯等
在宅障害者のいる世帯

0 0 0

その他の世帯 6,800 4,600 4,600
3-1 均等割の額のみ課税世帯 10,800 8,600 8,600
3-2 所得割の額課税世帯 14,800 12,500 12,500
4-1

第 1 階層を除き、前年分の所得税
の額が右の区分に該当する世帯

31,000 円未満 19,300 16,800 16,800
4-2 31,000 円以上 50,000 円未満 27,800 26,500 24,200
5-1 50,000 円以上 103,000 円未満 32,700 30,000 24,600
5-2 103,000 円以上 130,000 円未満 41,800 30,500 25,000
6-1 130,000 円以上 350,000 円未満 48,000 30,700 25,300
6-2 350,000 円以上 510,000 円未満 48,800 30,900 25,500
7 510,000 円以上 49,200 31,100 25,700

○同一世帯から兄弟が同時に入園している場合は減額措置があります。
○保育料の階層区分を判定する際の「所得税の額」、「市民税の所得割の額」の計算方法は、
通常の計算方法と異なる点　（年少扶養控除があるものとして計算するなど）があります。
くわしくは子ども課へお問い合わせください。

幼稚園名 所在地・電話 定員 保育時間 授業料等（月額）

市　

立

守　門
幼稚園

須原 4397-1
☎ 797-2270

5 歳児：35 名
平日 8:30 ～ 15:30
早朝保育
預かり保育あり

授業料：6,100 円
給食費：4,200 円

入広瀬
幼稚園

穴沢 246-1
☎ 796-2280

3 歳児：35 名
4 歳児：若干名
5 歳児：若干名

平日 8:30 ～ 15:30
預かり保育あり

授業料：6,100 円
給食費：4,400 円

※その他：同時入園の第２子以降については授業料の減免があります。

幼稚園名 所在地・電話 定員 保育時間 保育料等（月額）

私

立

めぐみ
幼稚園

井口新田 360
☎ 792-6768

3 歳児：25 名
4 歳児：若干名
5 歳児：若干名

平日 8:30 ～ 15:30
土曜日は園行事があ
るときのみ
春休み・夏休み・冬
休みは希望保育あり

（平日・長期休業日い
ずれも早朝保育・延
長保育あり）

保育料：24,500 円
給食費、

その他の経費含む

入園料：20,000 円
（入園料は入園時のみ）

※その他
・市から一定の計算のもとに「就園奨励費補助金制度」があります。
・通園バス利用可（園まで 4km 以上の方はご相談ください）
・英会話（年中児、年長児）・茶道・習字（年長児）

■市内幼稚園一覧（市立２園、私立１園）

保育園・幼稚園・放課後児童クラブ

申込みの受付を開始します平成 26年度

　平成２６年度に保育園・幼稚園の入園、放課後児童クラブ（学童保育）の利用を希望する方の申込

受付を開始します。お住まいの地区に関係なく、市内のどの施設でも希望することができます。

問　子ども課　☎７９４－６０２７

１０
月
１０
日
㈭～

申
込
み
順

（ （

１０
月
１５
日
㈫

～
１１
月
１５
日
㈮

幼
稚
園

放
課
後児

童
ク
ラ
ブ

保
育
園

　　市立幼稚園への申込み・お問い合わせは、市立幼稚園または子ども課へ
　　私立幼稚園への申込み・お問い合わせは、私立幼稚園へお願いします。
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８月５日～７日まで広島を訪れ、
平和記念式典に参加してきた中学
生の皆さんの作文を掲載します。

　

８
月
５
日
か
ら
８
月
７
日
の
三

日
間
、
私
は
魚
沼
市
の
広
島
平
和

記
念
式
典
派
遣
事
業
に
参
加
し
ま

し
た
。
そ
の
三
日
間
、参
加
者
は
、

被
爆
体
験
者
の
講
話
、
広
島
平
和

記
念
式
典
へ
の
参
加
、
広
島
平
和

記
念
資
料
館
の
見
学
な
ど
、
貴
重

な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

被
爆
体
験
者
の
講
話
で
は
、
講

師
の
畑
谷
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。
畑
谷
さ
ん
は
、
当
時
、
登

校
し
よ
う
と
友
達
の
家
に
誘
い
に

行
っ
た
瞬
間
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

被
爆
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
鉄
骨

に
挟
ま
っ
て
し
ま
っ
た
友
達
を
助

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
心
に
深
い

傷
を
負
い
ま
し
た
。

　

広
島
の
原
爆
で
は
、
一
瞬
で
７

万
人
、
火
傷
な
ど
で
亡
く
な
っ
た

人
も
合
わ
せ
、
そ
の
年
で
１４
万
人

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

原
爆
は
、
体
を
傷
つ
け
る
だ
け

で
な
く
、
人
の
心
も
傷
つ
け
、
生

き
て
い
る
人
も
苦
し
め
続
け
る
も

の
だ
と
、
畑
谷
さ
ん
は
言
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
お
話
を
聞
き
、
私
は
原
爆

の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
知
る
と
同

時
に
、
核
兵
器
は
こ
の
世
界
に

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

　

平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
被
爆

者
の
遺
品
や
壁
に
残
っ
た
黒
い
雨

の
跡
な
ど
、
当
時
の
様
子
が
わ
か

る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
遺
品
の
中
に
は
、
放
射
線
の

影
響
で
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
た
頭

髪
や
爪
、
黒
こ
げ
の
弁
当
、
焼
け

こ
げ
て
し
ま
っ
た
学
生
服
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
遺
品
か

ら
は
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
だ
け
で
な

く
、
苦
し
み
や
悲
し
み
を
感
じ
ま

し
た
。

　

戦
争
と
は
人
の
殺
し
合
い
で

す
。
核
兵
器
、
原
爆
と
は
人
殺
し

の
兵
器
で
す
。そ
の
兵
器
を
使
い
、

人
を
傷
つ
け
、
戦
争
に
勝
っ
た
と

喜
ん
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
が
見
て
、
聞
い
て
、
感
じ

た
苦
し
み
や
悲
し
み
は
、
絶
対
に

繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
世
界
に
は
、
今
も
核
兵
器

を
持
っ
て
い
る
国
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
以
上
人
々
が
傷
つ
か
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
戦
争
や
核

兵
器
に
反
対
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

こ
の
日
本
に
は
原
発
が
あ
り
ま

す
。
原
発
に
は
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

　
守
門
中
学
校
３
年
　中な
か
ざ
わ澤

　
実み

ほ穂

ヒロシマ
をたずねて
ヒロシマ

2013

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
原
発
も
一
つ

の
核
で
す
。
確
か
に
、
私
た
ち
が

生
活
す
る
た
め
に
は
電
力
は
大
切

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
戦
い
に

使
っ
て
し
ま
っ
た
ら
今
の
生
活
も

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
日

本
が
使
わ
な
い
と
し
て
も
、
他
の

国
が
使
っ
て
し
ま
っ
た
ら
同
じ
悲

劇
が
繰
り
返
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

す
。

　

畑
谷
さ
ん
は
言
っ
て
い
ま
し

た
。「
平
和
の
尊
さ
、
命
の
大
切

さ
を
伝
え
て
ほ
し
い
。」
畑
谷
さ

ん
に
と
っ
て
辛
く
悲
し
く
、
思
い

出
し
た
く
な
い
過
去
を
私
た
ち
に

伝
え
て
く
れ
た
の
は
、
こ
の
先
同

じ
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
ほ

し
く
な
い
と
い
う
強
い
思
い
が

あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

た
っ
た
一
発
で
多
く
の
人
々
の

尊
い
命
、
幸
せ
な
日
々
を
う
ば
っ

た
原
爆
。

　

そ
れ
は
、
こ
の
先
二
度
と
繰
り

返
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
造
り
あ
げ

て
い
く
の
は
私
た
ち
で
す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
の
平
和
の
あ
る

未
来
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

な
く
な
っ
て
し
ま
う
原
爆
の
怖
さ

を
痛
感
し
た
。
そ
れ
ら
を
見
な
が

ら
涙
す
る
も
の
の
、
映
像
で
と
ら

え
る
原
爆
投
下
の
様
は
ど
う
し
て

も
他
人
事
の
よ
う
な
気
が
し
て
な

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
同
じ
世
界
で

起
き
た
出
来
事
と
は
、
思
え
な

か
っ
た
。

　

今
年
は
、
広
島
に
原
子
爆
弾
が

落
と
さ
れ
て
か
ら
、
６８
年
を
迎
え

る
。
今
ま
で
テ
レ
ビ
等
で
し
か
知

り
え
な
か
っ
た
広
島
の
実
態
を
、

私
は
、
広
島
平
和
記
念
式
典
に
出

席
し
、体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

世
界
各
国
、
日
本
各
地
か
ら
人
々

が
集
ま
り
、
会
場
内
は
、
緊
張
感

に
包
ま
れ
て
い
た
。式
典
の
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
き
、
広
島
の

人
の
体
験
談
は
、
あ
ま
り
に
も
悲

惨
で
本
当
に
辛
い
出
来
事
だ
っ
た

平
和
の
あ
る
未
来

　

ジ
ー
ジ
ー
と
鳴
く
蝉
の
声
。

　

雲
一
つ
な
い
、
ぬ
け
る
よ
う
な

青
空
。

　
「
そ
っ
か
、
今
日
は
広
島
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
日
か
。」

と
、
去
年
は
、
市
全
体
に
流
れ
た

放
送
を
聞
き
、
よ
う
や
く
８
月
６

日
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

放
送
の
後
に
流
れ
た
サ
イ
レ
ン

で
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
毎
年

黙
祷
を
さ
さ
げ
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
戦
争
の

悲
惨
さ
を
訴
え
る
番
組
が
多
く
放

送
さ
れ
る
。
特
に
、
空
襲
や
原
爆

に
関
す
る
番
組
は
多
く
、
学
校
へ

行
く
途
中
や
、
家
族
で
朝
ご
は
ん

を
食
べ
て
い
る
時
、
お
母
さ
ん
が

赤
ち
ゃ
ん
を
お
ん
ぶ
し
な
が
ら
洗

濯
物
を
干
す
等
、
そ
ん
な
ご
く
当

た
り
前
の
日
常
が
、
一
瞬
に
し
て

　
湯
之
谷
中
学
校
３
年
　

水み
ず
か
み上

　
晴は

る
き葵

 

広
島
平
和
記
念
式
典
に

参
加
し
て

ん
だ
と
実
感
し
た
。
し
か
も
、
ど

の
人
の
話
も
、
世
界
恒
久
平
和
へ

の
実
現
に
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
て
、
戦
争
を
体
験
し
た
こ
と

の
な
い
私
も
、
と
て
も
共
感
で
き

る
内
容
だ
っ
た
。
式
典
の
最
後
と

な
り
、「
ひ
ろ
し
ま
平
和
の
歌
」

を
歌
う
こ
ろ
に
は
、会
場
全
体
が
、

世
界
か
ら
戦
争
を
な
く
そ
う
、
核

兵
器
を
な
く
そ
う
、
と
い
う
一
体

感
に
包
ま
れ
、
と
て
も
素
晴
し
い

式
典
と
な
っ
た
。

　

前
夜
に
、
被
爆
者
の
方
か
ら
体

験
講
話
を
聞
き
、
そ
の
方
は
こ
う

言
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
今
な
お
、
戦
争
に
よ
り
、
一

生
治
ら
な
い
病
気
と
戦
い
続
け

て
い
る
人
々
が
い
る
。
今
も
苦

し
み
続
け
て
い
る
方
が
い
る
。」

と
。そ
の
方
は
平
和
が
続
く
よ
う
、

　
堀
之
内
中
学
校
３
年
　

森も
り
や
ま山

　
芽め

い衣

私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と

　

私
は
、
８
月
５
日
か
ら
７
日
の

三
日
間
、
広
島
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
広
島
に
着
い
て
一
番
初
め
に

体
験
し
た
の
は
、
被
爆
者
の
方
に

よ
る
講
話
で
す
。
畑
谷
由
江
さ
ん

と
い
う
方
か
ら
講
話
を
聞
き
ま
し

た
。
畑
谷
さ
ん
は
あ
の
日
に
つ
い

て
、
細
か
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。「
光
が
目
に
入
っ
て
く
る

感
覚
」、「
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
直

後
、
気
を
失
い
、
目
を
覚
ま
す
と

飛
ば
さ
れ
て
い
た
。
周
り
で
は
助

け
て
、
助
け
て
、
と
い
ろ
い
ろ
な

声
が
聞
こ
え
て
く
る
。」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の

こ
と
が
す
ぐ
に
は
理
解
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
想
像
も
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
畑
谷
さ
ん
が

体
験
し
た
こ
と
は
、
本
当
に
壮
絶

な
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
ん
な

体
験
を
し
た
人
、
も
し
く
は
そ
れ

以
上
の
こ
と
を
体
験
し
た
人
も
い

る
は
ず
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
達

に
こ
の
よ
う
な
話
を
聞
い
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
原

爆
な
ど
の
核
兵
器
に
つ
い
て
、
平

和
に
つ
い
て
。
畑
谷
さ
ん
は
言
っ

て
い
ま
し
た
。「
戦
争
は
殺
し
合

い
だ
。
終
わ
ら
す
に
は
ど
ち
ら
か

が
死
ぬ
ま
で
終
わ
ら
な
い
。
そ
し

て
そ
の
殺
し
合
い
に
最
適
な
の
が

核
兵
器
な
ん
だ
。」
と
。
そ
し
て

最
後
に
言
い
ま
し
た
。「
ど
ち
ら

か
が
勝
っ
た
で
終
わ
ら
せ
て
い
い

の
か
。」

　

講
話
を
聞
い
て
、
私
は
平
和
に

つ
い
て
も
っ
と
真
剣
に
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
私
た
ち

は
平
和
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
世
界
中
と
い
う
視
野
で
考
え

る
と
、
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
苦
し
い

思
い
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

平
和
に
つ
い
て
、
ど
れ
く
ら
い
の

人
が
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

私
達
少
人
数
が
考
え
て
い
て
も
何

も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
世
界
中
の
人

達
が
平
和
に
つ
い
て
も
っ
と
深
く

考
え
る
べ
き
な
の
で
す
。
ま
ず
は

考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？
原
爆
に
つ
い
て
、
そ
し
て

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
第

一
歩
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
自
分

が
で
き
る
こ
と
を
す
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
す
。

　

三
日
間
広
島
に
行
き
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
人
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
々
に
命
の
大
切
さ
を
伝
え
て
ほ

し
い
と
私
た
ち
に
訴
え
て
い
た
。

だ
か
ら
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
、
戦
争
を
体
験
し
て
い
な
い
か

ら
こ
そ
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
学

び
、
知
っ
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
の

人
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
悲
し
い
歴
史
を
風
化
さ
せ
て

は
い
け
な
い
。

　

私
は
、
６８
年
間
原
爆
の
苦
し
み

と
戦
っ
て
き
た
方
々
の
力
に
な
れ

る
よ
う
、
原
爆
、
戦
争
の
怖
さ
を

平
和
へ
の
思
い
を
全
力
を
つ
く
し

て
伝
え
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓

う
。

広島市の元安川に、平和への祈りが込め
られた灯籠が流されました

＊
11
月

１０
日
号
に
入
広
瀬
中
学
校
、

広
神
中
学
校
、
小
出
中
学
校
の
代
表

者
の
作
文
を
掲
載
し
ま
す
。
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市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
40

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

■８月の相談件数
　　　　…１５９件
　・電話　１０３件
　・来庁　　４１件
　・その他　１５件
{

「チャレンジマップスーパーセール 2013」

抽選会を開催しました
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－  親子連れなどで大盛況  －

問　商工振興室　☎７９２－９７５３
　

問　健康増進室　☎７９２－９７６３健康　うおぬま №
54

 市報うおぬま13

No.54

文
化
財
散
歩

  

市
指
定
文
化
財
の
史
跡 

「
高
倉
の
経き

ょ
う
づ
か塚

」

　

高
倉
・
大
宿
地
内
の
小
高
い
丘
に
、
石
造

り
の
仏
塔
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
「
高
倉
の

経
塚
」
で
す
。

　

ひ
っ
そ
り
と
立
つ
こ
の
仏
塔
に
は
、
二
つ

の
由
来
が
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
か
つ
て
こ
の
地
の
お
寺
だ
っ

た
場
所
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
説
で
す
。
今

か
ら
６
０
０
年
ほ
ど
前
、
覚
雲
と
い
う
旅
の

僧
侶
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
村
人
に
請
わ
れ
て

覚
雲
寺
と
い
う
寺
を
建
立
し
た
と
い
い
ま

す
。
そ
の
後
こ
の
お
寺
は
須
原
の
円
明
寺
へ

転
寺
し
た
た
め
、
そ
の
跡
に
供
養
塔
と
し
て

建
て
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
覚
雲
寺
と

円
明
寺
の
転
寺
の
件
に
つ
い
て
は
『
高
倉
村

之
誌
略
』
と
い
う
古
文
書
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
経
塚
で
あ
る
と
い
う
説

で
す
。
実
際
に
経
典
が
納
め
ら
れ
て
い
る
か

は
不
明
で
す
が
、
地
元
で
は
古
く
か
ら
経
塚

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
塚
の
周
り
に
石
を
積
ん

　

行
政
相
談
は
、
行
政

の
仕
事
や
手
続
き
な
ど

に
対
し
て
苦
情
や
要
望

を
受
け
付
け
、
公
平
・
中
立
な
立
場
か
ら
、

そ
の
解
決
の
促
進
な
ど
を
図
る
制
度
で
す
。

行
政
相
談
週
間

１０
月

１５
日
～
２１
日

た
と
え
ば
、
こ
ん
な
こ
と

　

医
療
保
険
、
年
金
、
老
人
保
健
・
福

祉
、交
通
安
全
、雇
用
保
険
、労
災
保
険
、

登
記
事
務
、
道
路
、
生
活
衛
生
、
郵
便
、

消
費
者
保
護
、
窓
口
の
サ
ー
ビ
ス

苦情
要望

解決の
促進

国民

行政相談委員役所

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

　
　

→
「
総
務
省
行
政
相
談
」
で
検
索

○
行
政
苦
情
１
１
０
番
か
ら

　
　

→
全
国
共
通
０
５
７
０
・
０
９
０
１
１
０

○
魚
沼
市
の
行
政
相
談
委
員
に

　
　

→
相
談
は
相
談
委
員
の

　
　

自
宅
で
お
受
け
す
る
ほ

　
　

か
、「
人
権
な
ん
で
も
相

　
　

談
」
と
合
同
で
地
域
を

　
　

巡
回
し
て
相
談
所
を
開

　
　

設
し
て
い
ま
す
。（
次
回

　
　

は
１１
月
６
日
㈬

１３
時
～

　
　

１６
時
守
門
開
発
セ
ン　

　
　

タ
ー
で
開
催
）

氏　名 電話番号 氏　名 電話番号
星　新治 799-2957 森山順子 794-4312
細井雅子 792-1181 穴沢邦男 797-3791

■魚沼市の行政相談委員

　妊娠・出産には「健康な赤ちゃんが生れてくるのは
当たり前」という安全神話が根強くありますが、実際
は様々なトラブルが赤ちゃんや妊産婦に起こります。
　どんな状態が危険に至るのかを知り、トラブルの軽
減・予防に努め、妊婦本人だけでなく家
族も前向きに妊娠・出産に臨みましょう。

■妊娠・出産の主役は妊婦。体調変化に

関心を持とう

　妊娠中に感じた体調の変化や不安なことは、医師や
助産師・保健師に積極的に聞いたり話したりしましょう。

健康相談等を活用して、心身のトラ
ブルを最小限に抑えましょう。

■母子健康手帳をフル活用！

　

　
　「母子健康手帳」は健診で使うだけでなく、常に携
帯していれば、突発的な事態にも適切な処置が受けら
れる可能性が高くなります。また、体調や胎動を感じ
た時などの気持ちや思いなどを書き込み、「家族の歴
史」としたり、夫婦で一緒に書き込んで、将来お子さ
んへのプレゼントにしてみてはいかがでしょうか。

ー 妊婦健康相談・母子健康手帳を活用しましょう －

10月は“がん検診受診率５０％達成に向けた集中キャンペーン月間”です
　国民の２人に１人ががんになり、３人に１人はがんで亡くなっています。検診では自覚症状の
ない初期のがんを発見することができます。がん検診を定期的に受けることを習慣にしましょう。

が
ん
検
診
へ

出
陣
じ
ゃ

妊娠中の健康管理や出産、
主体的に取り組むことが大切です

＊魚沼市では妊娠届出時に保健師が健康
相談に応じたり（湯之谷庁舎のみ）、電話
相談を随時行い、妊娠～出産～育児を応
援しています。

　９月１４、１５日に「チャレンジマップスーパー

セール２０１３」の抽選会が行われ、会場の小出商

工会館前には、長蛇の列ができました。

■今年で１３回目を迎えました

　チャレンジマップスーパー

セールは、約５０日間の売

り出し期間を設け、豪華賞

品が当たる抽選会を行いま

す。今年は小出地域を中心

とした１３３店舗が協賛し、抽選本数はなんと

２０，０００本以上。毎年楽しみにしている方も多

く、１３回目となった今年も、抽選会場は親子連れ

などで賑わいました。

　参加店や商工会、小出商店街組合連合会など多く

相
談
方
法

新
手
の
振
り
込
め
詐
欺

架
空
請
求
ハ
ガ
キ
に
ご
用
心

　
「
紛
争
処
理
○
○
セ
ン
タ
ー
」
と
名
乗

る
と
こ
ろ
か
ら
「
訴
状
通
知
書
」
等
と
書

か
れ
た
ハ
ガ
キ
が
市
内
に
送
ら
れ
て
き
て

い
ま
す
。
心
当
た
り
の
な
い
方
は
、
ハ
ガ

キ
に
記
載
さ
れ
た
連
絡
先
に
は
絶
対
に
連

絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問　

生
涯
学
習
課　

☎
７
９
４
・
６
０
７
３

で
供
養
す
る
習
慣
も
残
っ
て
い
ま
す
。
石
に

お
経
を
一
文
字
ず
つ
書
い
て
埋
め
た
「
一
字

一
石
塔
」
で
あ
る
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
り

ま
す
。

※
一
字
一
石
塔
…
石
に
お
経
を
一
文
字
ず
つ

書
い
た
一
字
一
石
経
と
い
う
経
典
を
埋
め
た

仏
塔

（
写
真
提
供　

魚
沼
歴
史
民
俗
の
会
）

の方の協力で開催されるこの

イベントは、１年間会議を重

ねて開催されます。魚沼地域

の商業が元気になるよう、１

店舗での買い物だけでなく、

複数のお店をまわってもらえ

るように、仕組みづくりの工夫をしています。

■買い物は『おトクに楽しく！』

　市内では「浦町Ｕエリア春祭り」・「堀之内宿お買

い物スタンプラリー」・「羽根川感謝まつり」・「南本

町『へそ市』ビックカーニバル」・「小出本町年末がっ

ぽりつかみどりセール」など、魚沼を活気づけるた

め、おトクに楽しく買い物できる催しが行われます。

お住まいの地域以外にも、足を運んでみてください。

ドキドキ・ワクワクの抽選会。
なにが当たるかな？

毎年小出商工会前には行列が。
家族での来場が多いようです。
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フォトス
ケ
ッ
チ
う
お
ぬ
ま

　今年で５１回目を迎えたこのラーメン慰問事業。主
に小出地域の麺業組合に加盟しているラーメン店・蕎
麦店の皆さんが協力し、魚沼更生園でラーメンを振る
舞います。力を合わせて作った渾身の「あっさり系しょ
うゆラーメン」は入所者さんに大好評でした。

名店がタッグを組む、歴史ある慰問事業
ー 9.19  魚沼更生園ラーメン慰問

　９月９日の「救急の日」にあわせ、魚沼市でも小出
郷文化会館で「消防フェスタ」が行われました。会場
には消防車や救急車などの緊急車両も登場。間近で消
防車を見た子どもは目を輝かせながら車両に見入って
いました。

「うわぁ、近くでみるとかっこいいね～！」
ー 9.8　消防フェスタ

い

い顔みっ
け ひ

と
仕
事
の
あ
と
の
そ
う
め
ん
は
格
別
！

　自衛隊の音楽隊コンサートは、中越大震災の翌年か
ら復興を祈念して開催され、以後毎年行われています。
小出郷文化会館の大ホールは今年も満員御礼。来場者
は音楽隊の最高の演奏に聞き入り、２回のアンコール
にも応えた音楽隊に、大きな拍手を送りました。

毎年聞きたくなる迫力の音色
ー 9.7　陸上自衛隊第 12 音楽隊メモリアルコンサート

　奥只見レクリエーション都市公園「大湯公園」で開
かれた手もんづら市に、今回は市内外から４６店舗が
出店しました。東京都や静岡県、兵庫県など遠方から
の出店者も多く、オリジナリティに溢れた作品を持ち
寄って、お客様の目を楽しませていました。

個性的な一品、ぜひ見て行って
ー 9.28　うおぬま手もんづら市クラフトフェア in 大湯温泉

　根小屋にあるレクリエーション都市公園「花と緑と雪の里」が
１０周年を迎え、なかよし保育園の園児たちと保護者の皆さんがシ
バザクラ７００苗の植栽を行いました。その後昼食に流しそうめん
が行われ、おいしいそうめんで作業疲れを吹き飛ばしました。

９
月
４
日　

シ
バ
ザ
ク
ラ
植
栽
と
流
し
そ
う
め
ん

 

堀
之
内 

十
五
夜
ま
つ
り
９
月

１３
日
～

１５
日 

はやく

　咲くと
いいな♪

チョロ

　チョロ…

♪
♪

♪

シバザクラ
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田戸区（堀之内地域）

　集会所のエアコン

やセンサーライト、

太陽電池時計の整備

吉水区（堀之内地域）

　カラオケステージ

（組立式）の整備

新保区（広神地域）

　除雪機の整備

問まちづくり室　☎７９２－９７５２

宝くじ助成事業で
備品を整備しました 　宝くじ助成事業を活用し、コミュニティ活動

への助成が３地区に対して行われました。各区

では、整備した備品を活用して地域コミュニ

ティの活性化を図ります。

　財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報
事業費として受け入れる受託事業収入を財源とし、宝
くじの普及広報を行うとともに、コミュニティの健全
な発展を図ることを目的として、様々なコミュニティ
活動に対し、助成するものです。

＊コミュニティ助成事業とは＊
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魚 沼 市
美
術
展

■
魚
沼
市
展
賞

■
魚
沼
市
文
化
協
会
長
賞

■
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

■
奨
励
賞

■
佳
作

新
保　

利
雄

近
藤　

忠
男

横
山
さ
と
子

星　
　

義
廣

丸
山
カ
ツ
イ

皆
川　

捷
巳

上
村　

栄
治

新
保　

暢
一

畔
上　

正
夫

井
口　
　

宏

吉
田
美
津
子

外
山　

和
子

桜
井　

明
子

瀬
沼　

哲
夫

山
賀　

光
也

小
宮
山
豊
彦

佐
藤　

守
弘

早
津　

洋
子

佐
藤　
　

萌

坂
大　

優
一

山
本　

晃
一

小
幡
ト
ミ
エ

桜
井　

博
之

杉
山　

一
宏

桑
原
美
佐
子

星　
　

紀
伊

酒
井　

昭
輝

佐
藤　

悌
二

中
沢　

文
子

山
本　

夬
可

関
矢　

幸
子

横
山　

弘
文

櫻
井　

信
夫

志
田　

幸
夫

平
沢　

栄
一

日
本
画

洋　

画

書　

道

写　

真

日
本
画

洋　

画

書　

道

写　

真

日
本
画

洋　

画

書　

道

写　

真

日
本
画

日
本
画

日
本
画

洋　

画

洋　

画

洋　

画

書　

道

書　

道

書　

道

写　

真

写　

真

写　

真

日
本
画

日
本
画

洋　

画

洋　

画

洋　

画

洋　

画

書　

道

書　

道

写　

真

写　

真

写　

真

 ９月５日～９
日まで開催され
た魚沼市美術展
の入賞者を紹介
し ま す。（ 佳 作
まで・敬称略）

書
道
部
門
魚
沼
市
展
賞

　
「
成
徳
」　

横
山
さ
と
子

写
真
部
門
魚
沼
市
展
賞

　
「
神
秘
の
刻
」　

星　

義
廣

洋画部門魚沼市展賞
　「閑寂」　近藤　忠男

日本画部門魚沼市展賞
　「生きる」　新保　利雄

information

日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講演題・講師　演出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Hホームページ　他その他　申申し込み
問問い合わせ

魚
沼うお

ぬま

市報
2013年10月10日号

10.10

お知らせ版

内
平
日
の
日
中
、
年
３
回
程
度

・
募
集
定
員
…
若
干
人

・
応
募
資
格
…
市
内
在
住
、
子
育

て
支
援
施
策
に
関
心
を
お
持
ち
の

満
２０
歳
以
上
の
人

・
任
期
…
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

・
申
込
方
法
…
１０
月
２５
日
㈮
ま
で
に
申

込
書
を
子
ど
も
課（
堀
之
内
庁
舎
１
階
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
可
。
申
込
書
は
子
ど

も
課
に
あ
り
ま
す
。（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
）

問
子
ど
も
課
☎
７
９
４
・
６
０
２
７

℻
７
９
４
・
３
８
９
０

Ｅ
メ
ー
ルkosodate@

city.

uonum
a.niigata.jp

◆◆
入
広
瀬
地
域
文
化
祭

日
１１
月
２
日
㈯
・
３
日
㈷
㈰
９
時

～
１７
時
※
最
終
日
は
１２
時
ま
で

場
入
広
瀬
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
絵
画
、書
道
、写
真
、手
芸
、陶
芸
、

生
花
、幼
・
小
・
中
学
校
の
作
品
展
示
、

売
店
コ
ー
ナ
ー
（
２
日
の
み
）
ほ
か

◦
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
体
験
コ
ー
ナ
ー

日
１１
月
２
日
㈯
９
時
～
１１
時
３０
分

￥
無
料
定
先
着
５０
人

◦
ハ
ガ
キ
絵
の
手
ほ
ど
き
コ
ー
ナ
ー

日
１１
月
２
日
㈯
１０
時
～
１５
時
￥
無
料

◦
中
学
生
の
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

「
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
」

日
１１
月
２
日
㈯
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

各
地
域
文
化
祭
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

各
会
場
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
を
持
参
し
て
全
地
域
の
文
化
祭
を
巡

り
、
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
は
ど
の
会
場
か
ら
で
も
可
能
で
す
。

◆◆
堀
之
内
地
域
文
化
祭

期
１１
月
１
日
㈮
～
１１
月
３
日
㈷
㈰

９
時
～
１７
時（
最
終
日
は
１５
時
ま
で
）

場
堀
之
内
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

内
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
手
工
芸
、

陶
芸
、絵
手
紙
、生
花
、版
画
、彫
刻
、

な
か
よ
し
保
育
園
作
品
ほ
か

◦
茶
席
…
日
１１
月
２
日
㈯
１０
時
～

１５
時
￥
一
服
３
０
０
円

◆◆
守
門
地
域
文
化
祭

日
１１
月
２
日
㈯
・
３
日
㈷
㈰
９
時

～
１７
時
（
最
終
日
は
１５
時
ま
で
）

場
須
原
第
一
体
育
館

内
絵
画
、
水
墨
画
、
書
道
、
写
真
、

文
芸
、
工
芸
品
、
手
芸
、
洋
裁
、
生

け
花
、
陶
芸
、
保
育
園
・
幼
稚
園
児

作
品
、
守
門
中
学
校
生
徒
作
品
ほ
か

◦
茶
席
…
日
１１
月
２
日
㈯
１０
時
～

１５
時
￥
一
服
３
０
０
円

◆◆
小
出
地
域
文
化
祭

期
１１
月
１
日
㈮
～
１１
月
３
日
㈷
㈰

９
時
～
１７
時（
最
終
日
は
１５
時
ま
で
）

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
白
象
展
（
同
時
開
催
）、
絵
画
、

書
道
、
ペ
ン
習
字
、
写
真
、
工
芸
、

手
芸
、
彫
刻
、
生
花
、
菊
花
ほ
か

◦
茶
席
…
日
１１
月
３
日
㈷
㈰
９
時

３０
分
～
１５
時
￥
一
服
３
０
０
円

◆◆
湯
之
谷
地
域
文
化
祭

期
１１
月
１
日
㈮
～
１１
月
３
日
㈷
㈰

９
時
～
１７
時（
最
終
日
は
１５
時
ま
で
）

場
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
（
道
の
駅

隣
）
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

内
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
陶
芸
、

工
芸
、
生
花
、
手
芸
、
短
歌
・
俳

句
、
盆
栽
、
子
ど
も
達
の
作
品
他

◦
茶
席
…
日
１１
月
１
日
㈮
～
３
日

㈷
㈰
１０
時
～
１５
時
￥
一
服
３
０
０
円

◆◆
広
神
地
域
文
化
祭

期
１１
月
２
日
㈯
・
３
日
㈷
㈰
９
時

～
１７
時
（
最
終
日
は
１５
時
ま
で
）

場
広
神
体
育
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
広

神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
菊
花
、
盆
栽
、

生
花
、
短
歌
・
俳
句
、
陶
芸
、
手
芸
、

工
芸
、
彫
刻
、
保
育
園
児
作
品
ほ
か
↘

　

平
成
２７
年
度
か
ら
、
子
育
て
支

援
の
新
た
な
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

新
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
向
け

て
、
保
護
者
や
関
係
者
の
意
見
を

施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、「
魚

沼
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

↘
◦
茶
席
…
日
１１
月
２
日
㈯
１０
時
～

１５
時
、
１１
月
３
日
㈷
㈰
１０
時
～
１４
時

￥
一
服
３
０
０
円

市内６会場

文
化
祭

問
魚
沼
市
文
化
協
会
事
務
局

（
小
出
郷
文
化
会
館
内
）

☎
７
９
２
・
８
８
１
１

※
会
場
ご
と
に
開
催
日
が
異
な
り
ま
す
。

11/1～11/3

「魚沼市子ども・子育て会議」
　委員を募集します

　

作
業
停
電
中
は
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
伴
い
、
休
日
救
急
診
療
を

堀
之
内
病
院
に
変
更
し
ま
す
。

◦
休
日
救
急
診
療
室

堀
之
内
病
院
☎
７
９
４
・
２
４
５
０

（
９
時
～

１６
時
）

問
小
出
病
院
☎
７
９
２
・
２
１
１
１

健
康
増
進
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

7:30～14:00

10/20㈰
小
出
病
院
作
業
停
電

休
日
救
急
診
療
室
の
変
更
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子
　
ど
　
も

◆◆
堀
之
内
な
か
よ
し
保
育
園

体
験
保
育

日
１０
月
２4
日
㈭
９
時
３０
分
～
１１
時

場
堀
之
内
な
か
よ
し
保
育
園

内
自
由
遊
び
、
親
子
遊
び
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
、
育
児
相
談
等

対
平
成
２２
年
４
月
２
日
～
平
成
２３

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
未
就
園
児

◆◆
講
演
会
「
子
ど
も
た
ち
の
体

を
み
ん
な
で
守
る
！
健
康
な

一
生
を
過
ご
す
た
め
に
」

日
１１
月
１０
日
㈰
受
付
１３
時
か
ら
、

講
演
会
１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

場
魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

内
大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
た
ち

の
中
に
も
見
ら
れ
る
生
活
習
慣

病
、
将
来
大
き
な
病
気
に
つ
な
が

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
家
族

や
家
庭
で
の
役
割
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

講
内
山
聖
さ
ん
（
新
潟
県
地
域
医

療
推
進
機
構
副
理
事
長
、
魚
沼
基

幹
病
院
長
）
対
ど
な
た
で
も

定
３
０
０
人
￥
無
料

申
魚
沼
市
学
校
保
健
会
事
務
局

（
小
出
小
学
校
内
）

☎
７
９
２
・
０
０
４
１

℻
７
９
２
・
０
２
０
５

と
そ
の
保
護
者
￥
無
料

持
着
替
え
、
水
筒
（
水
ま
た
は
お

茶
）、
動
き
や
す
い
服
装
、
内
履

き
は
不
要
（
素
足
）

〆
１０
月
１８
日
㈮

申
堀
之
内
な
か
よ
し
保
育
園

☎
７
９
４
・
６
１
６
１

◆◆
在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

◦
堀
之
内
・
小
出
・
湯
之
谷
地
域

日
１１
月
１２
日
㈫
９
時
～
１６
時

◦
広
神
・
守
門
・
入
広
瀬
地
域

日
１１
月
７
日
㈭
９
時
～
１６
時

場
花
み
ず
き
温
泉
喜
芳（
長
岡
市
）

内
介
護
者
同
士
の
交
流
会

対
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人

￥
２
、５
０
０
円
〆
１０
月
２５
日
㈮

申
（福）
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

堀
之
内
支
所
☎
７
９
４
・
４
３
０
０

小
出
・
湯
之
谷
支
所
☎
７
９
２
・
８
１
８
１

広
神
支
所
☎
７
９
９
・
３
９
９
０

守
門
支
所
☎
７
９
７
・
４
８
８
２

入
広
瀬
支
所
☎
７
９
６
・
２
５
４
９

◆◆
魚
沼
市
障
害
者
就
労
支
援
施
設

「
逸
品
」
見
本
市
２
０
１
３

　

市
内
外
の
企
業
が
集
ま
る
「
魚

沼
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」
と
同

時
開
催
で
、
各
施
設
等
が
日
ご
ろ

行
っ
て
い
る
作
業
の
様
子
や
販
売

製
品
の
展
示
等
を
行
い
ま
す
。

　

普
段
触
れ
る
機
会
の
少
な
い
障

害
者
の
活
動
に
つ
い
て
、
知
っ
て

い
た
だ
け
る
良
い
機
会
で
す
。

日
１０
月
２４
日
㈭
１２
時
～
１８
時
３０
分

場
堀
之
内
体
育
館

内
市
内
就
労
支
援
施
設
、
特
別
支
援

学
校
の
活
動
内
容
等
の
紹
介
・
展
示

◦
参
加
団
体

な
な
い
ろ
、
ひ
ろ
か
み
工
芸
、
ま

た
た
び
の
家
、
湯
之
谷
工
芸
、
県

立
小
出
特
別
支
援
学
校

問
厚
生
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
７

◆❷
献
血
（
全
血
）

日
１０
月
２１
日
㈪

場
①
魚
沼
市
役
所
守
門
庁
舎　
　

　

９
時
３０
分
～
１１
時

②
㈱
エ
コ
車
検
セ
ン
タ
ー（
下
田
）

　

１２
時
３０
分
～
１３
時
３０
分

③
魚
沼
市
役
所
広
神
庁
舎

　

１４
時
３０
分
～
１６
時

内
献
血
種
別
…
全
血（
４
０
０
ｍ
ℓ
、

２
０
０
ｍ
ℓ
）

持
献
血
カ
ー
ド

健
康
・
福
祉

◆❶
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加

入
者
人
間
ド
ッ
ク
受
診
料

を
助
成
し
ま
す

対
次
に
該
当
す
る
人

・
市
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
被
保
険
者

・
今
年
度
、
他
の
健
診
助
成
を
受

け
な
い
人

・
保
険
料
を
滞
納
し
て
な
い
人

◦
助
成
額
…
一
人
に
つ
き
、
年
度

内
一
回
に
限
り
一
万
円
を
上
限
に

助
成
し
ま
す
（
た
だ
し
、
平
成
２５
年

４
月
１
日
以
降
の
受
診
に
限
る
）。

申
人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
に
、
次
の

◆❸
や
さ
し
い
・
簡
単
男
性
の

料
理
教
室

日
１０
月
２３
日
㈬
１０
時
～
１３
時
３０
分

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
中
華
丼
と
簡
単
ス
ー
プ
で
昼
ご
は
ん

講
魚
沼
市
食
生
活
改
善
推
進
員

対
男
性
￥
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
、

筆
記
用
具

〆
１０
月
２１
日
㈪

健
康
増
進
室

申
問
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

も
の
を
持
参
し
て
各
市
民
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
北
部
振
興
事
務
所
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

持
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
領
収

書
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
結
果
、

振
込
み
を
希
望
す
る
金
融
機
関
の

口
座
番
号
、
印
鑑

募
　
　
　
集

◆◆
魚
沼
学
園
・
更
生
園
ふ
れ
あ
い
展

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

魚
沼
学
園
・
魚
沼
更
生
園
で
開

催
す
る
展
覧
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

日
１１
月
９
日
㈯

場
魚
沼
学
園
・
魚
沼
更
生
園

内
施
設
利
用
者
及
び
児
童
の
作
品

展
示
・
販
売
・
バ
ザ
ー
等
の
催
し

の
会
場
準
備
、
販
売
手
伝
い
、
後

片
付
け
等
持
内
履
き

〆
１０
月
２５
日
㈮

申
魚
沼
学
園
ふ
れ
あ
い
展
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
係
☎
７
９
２
・
０
８
４
６

Huogaku.com
職
員
等
の
募
集

◆◆◆

（福）
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員

・
職
種
…
支
所
事
務
員
（
産
休
代

替
職
員
）

・
募
集
定
員
…
一
人

・
応
募
資
格
…
市
内
在
住
（
も
し

く
は
在
住
見
込
）
で
福
祉
活
動
に

熱
意
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
）
操
作
が
可
能
な

配
食
事
業
の
調
理
が
で
き
る
人
で

普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

・
勤
務
地
…
小
出
・
湯
之
谷
支
所
（
小

制
度
・
手
続
き

◆◆
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
の

ご
遺
族
へ　
　
　
　
　

「
平
和
の
礎
」
刻
銘

　

沖
縄
県
糸
満
市
に
あ
る
平
和
記

念
公
園
内
の
記
念
碑
「
平
和
の
礎
」

に
は
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
人

全
員
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
人
で
、
ま
だ
刻

銘
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
追
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
昭
和
１９
年
３
月
２２
日
～
昭
和
２１

年
９
月
７
日
の
間
で
、
沖
縄
県
区
域

及
び
南
西
諸
島
周
辺
に
お
い
て
沖
縄

戦
が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ
た
人

他
刻
銘
の
時
期
は
平
成
２６
年
度

〆
１１
月
２９
日
㈮
※
期
限
後
の
申
し
込
み

で
も
平
成
２７
年
度
に
刻
銘
さ
れ
ま
す
。

申
問
新
潟
県
福
祉
保
健
課
援
護
恩
給
室

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
１
８
０

ま
た
は
厚
生
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
７

◆◆
克
雪
す
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業

申
請
期
限
間
近
で
す

〆
１０
月
３１
日
㈭

　

申
請
を
予
定
し
て
い
る
人
は
お

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
克
雪
す
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業

く
　
ら
　
し

◆◆◆

１０
月
下
旬
か
ら
都
市
ガ
ス
の

付
臭
剤
が
変
わ
り
ま
す

　

ガ
ス
漏
れ
時
の
早
期
発
見
用
に
、

都
市
ガ
ス
に
は
硫
黄
分
が
含
ま
れ
る

付
臭
剤
を
加
え
て
い
ま
す
。
こ
の
硫

黄
分
を
約
６
分
の
１
に
減
少
し
た
付

臭
剤
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
都
市
ガ

ス
は
環
境
性
に
優
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
わ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
変
更
後

は
従
来
よ
り
も
臭
気
が
強
く
感
じ
ら

れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
お
使
い
の
ガ
ス
機
器

は
、
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

問
ガ
ス
水
道
局
業
務
課

☎
７
９
２
・
１
１
１
８

◆◆
上
越
新
幹
線
夜
間
訓
練

　

災
害
や
異
常
時
等
を
想
定
し
、
上

越
新
幹
線
の
夜
間
訓
練
を
行
い
ま
す
。

日
１１
月
７
日
㈭
２２
時
～
８
日
㈮
５
時

内
上
下
列
車
各
１
本
（
新
潟
新
幹

線
車
両
基
地
～
越
後
湯
沢
駅
間
）

他
日
程
は
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
新

潟
支
社
担
当
・
樋
口
・
中
島

☎
０
２
５
・
２
４
８
・
５
１
８
１

◆◆
南
魚
沼
・
魚
沼
地
区
障
害
者

就
職
面
接
会

日
１０
月
２９
日
㈫
１３
時
３０
分
～
１６
時

受
付
…
１３
時
か
ら

場
浦
佐
ホ
テ
ル
オ
カ
ベ
（
南
魚
沼

市
浦
佐
１
１
３
９
番
地
）

内
障
害
者
と
参
加
企
業
と
の
個
別

説
明
・
面
接
会
対
障
害
者
の
採
用

予
定
の
あ
る
企
業
の
人
、
障
害
を

お
持
ち
で
仕
事
探
し
を
さ
れ
て
い

る
人
￥
無
料
他
参
加
希
望
者
・
企

業
は
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼
紹
介
部
門

（
南
魚
沼
市
八
幡
２０
番
地
１
）

☎
０
２
５
・
７
７
２
・
３
１
５
７

◆◆【
入
広
瀬
地
域
】　　
　
　

日
本
ワ
イ
ル
ド
フ
ー
ド
植

物
園
の
植
物
を
譲
り
ま
す

　

日
本
ワ
イ
ル
ド
フ
ー
ド
植
物
園
を

解
体
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

園
内
の
植
物
を
無
料
で
譲
り
ま
す
。

日
１０
月
１４
日
㈷
㈪
・
１５
日
㈫
１０
時

～
１５
時
場
日
本
ワ
イ
ル
ド
フ
ー
ド

植
物
園
（
平
野
又
）
内
山
菜
類
、

ユ
リ
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
植
物
対
引

き
抜
き
及
び
運
搬
、
移
植
を
自
己
負

禁煙の日　日１０月２２日　毎月２２日は、シンボルマークの２羽の白鳥が寄り添う姿から「スワン
スワンで禁煙を！」をスローガンとしています。あなたも禁煙をはじめませんか？

食育の日　日１０月１９日　毎月１９日は食育の日です。〝食べること＝生きること〟
日頃から乾物や缶詰、レトルト食品など非常時の食料を備えておきましょう。

担
で
行
え
る
人
（
先
着
順
）
￥
無
料

申
浅
草
山
麓
エ
コ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

☎
７
９
８
・
４
１
４
１

内
①
融
雪
式
…
補
助
対
象
工
事
費

の
１７
・
６
％
（
限
度
額
４４
万
円
）

②
そ
の
他
方
式
…
補
助
対
象
工
事

費
の
１３
・
２
％
（
限
度
額
３３
万
円
）

③
要
援
護
世
帯
…
補
助
対
象
工
事

費
の
１７
・
６
％
（
限
度
額
４４
万
円
）

対
市
内
に
克
雪
住
宅
を
建
築（
改
良
）

し
在
住
す
る
人
で
、
以
前
に
こ
の
補

助
制
度
を
受
け
て
い
な
い
人

※
交
付
決
定
前
の
着
手
は
、
す
べ

て
対
象
外
で
す
。

定
今
年
度
５０
件
程
度
を
予
定
、
予

定
件
数
に
達
し
次
第
終
了

申
都
市
整
備
室
☎
７
９
９
・
３
１
３
４

出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）
予
定

・
採
用
期
日
…
１２
月
１
日

・
雇
用
期
間
…
平
成
２７
年
１
月
３１

日
ま
で
（
更
新
の
予
定
な
し
）

・
選
考
方
法
…
面
接

・
応
募
方
法
…
履
歴
書
と
免
許
証

の
写
し
を
総
務
課
に
提
出

・
締
切
日
…
１０
月
２１
日
㈪

問
社
会
福
祉
法
人
魚
沼
市
社
会
福

祉
協
議
会
総
務
課

☎
７
９
２
・
８
１
９
１

　

９
月
２９
日
に
毒
き
の
こ
に
よ
る

食
中
毒
が
県
内
の
家
庭
で
発
生
し

た
こ
と
か
ら
、
県
で
は
「
毒
き
の

こ
注
意
報
」
を
発
令
し
ま
し
た
。

◦
食
用
と
正
確
に
判
断
で
き
な
い

き
の
こ
は
絶
対
に

「
採
ら
な
い
」、「
食
べ
な
い
」、「
人

「
毒
き
の
こ
注
意
報
」
発
令

に
あ
げ
な
い
」

◦
き
の
こ
鑑
定

　

魚
沼
保
健
所
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
新
潟
県
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福

祉
部
（
魚
沼
保
健
所
）
衛
生
環
境
課

☎
７
９
２
・
８
６
１
９
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◆❹
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
と

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
「
美
女
と
野
獣
」
の
ス
ラ
イ

ド
に
合
わ
せ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

名
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
ピ
ア
ノ

曲
を
解
説
と
と
も
に
演
奏
す

る
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
お
見
逃

し
な
く
。

日
１１
月
１２
日
㈫
開
場
１３
時
３０
分

開
演
１４
時

場
小
出
郷
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

演
ア
リ
ー
ナ
・
ウ
ー（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

￥
一
般
１
、０
０
０
円

友
の
会
会
員
は
招
待
券
持
参
で

無
料
（
会
員
宛
に
１
人
２
枚
の

招
待
券
を
後
日
郵
送
し
ま
す
）

他
主
催
：
魚
沼
市
小
出
郷
文
化

会
館
友
の
会

◆❶
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

歌
と
ハ
ー
プ
と
タ
ブ
ラ

「
心
温
ま
る
出
会
い
を
求
め
て
」

日
１０
月
１８
日
㈮

１８
時
３０
分
開
場
、
１９
時
開
演

場
守
門
健
康
セ
ン
タ
ー

（
須
原
１
２
３
７
番
地
１
）

ハ
ー
プ
・
歌
：
太
宰
陽
子
さ
ん

タ
ブ
ラ
（
イ
ン
ド
太
鼓
）：
太
宰
敏
雄
さ
ん

◦
曲
目

月
ノ
祈
リ
、Ave M

aria

、Pie 

jesu

、
ネ
ム
リ
ネ
ズ
ミ
、
青
い

オ
ア
シ
ス
ほ
か
※
曲
目
・
曲
順

は
変
更
す
る
場
合
あ
り

対
未
就
学
児
以
外

定
１
０
０
人
￥
１
、７
０
０
円

◆❷
魚
沼
映
画
の
専
門
店　

「
な
つ
か
し
の
日
本
映
画
」

場
小
出
郷
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

￥
５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

伊豆の踊子 １０月２５日㈮・１０月２６日㈯
いずれも１９：００から

ぼくらの
七日間戦争

１０月２６日㈯・１０月２７日㈰
いずれも１３：００から

時をかける少女 １０月２６日㈯・１０月２７日㈰
いずれも１５：００から

野菊の墓 １０月２６日㈯・１０月２７日㈰
いずれも１７：００から

◆❸
ア
ー
ト
の
つ
ぼ
み
シ
リ
ー
ズ

体
験
講
座
「
ダ
ン
ス
」

　

ダ
ン
ス
を
し
た
い
子
、
興
味

の
あ
る
子
は
大
集
合
！

日
①
１０
月
３１
日
㈭
②
１１
月
７
日
㈭

③
１２
月
５
日
㈭
各
回
１９
時
～
２０
時

場
小
出
郷
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

講
Ｑ
︲
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｏ
さ
ん

対
小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生

￥
３
、５
０
０
円
（
３
回
分
）

〆
１０
月
２４
日
㈭
他
く
わ
し
い
案

内
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。
締
め

切
り
後
の
応
募
は
文
化
会
館
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

催
　
　
　
し

◆◆
歌
と
ハ
ー
プ
と
タ
ブ
ラ　

チ
ェ
レ
ス
テ
楽
団
ラ
イ
ブ

「
月
ノ
祈
リ
」

日
１０
月
１９
日
㈯
１８
時
３０
分
開
場　

１９
時
開
演

場
池
田
記
念
美
術
館
（
南
魚
沼
市

浦
佐
５
４
９
３
番
地
３
）

◆◆
Ｊ
Ａ
北
魚
沼
大
農
業
祭

テ
ー
マ
「
は
ば
た
け
魚
沼　

つ
な

ご
う
次
世
代
へ
」

日
１０
月
１９
日
㈯
９
時
～
１５
時
３０
分

場
響
き
の
森
公
園
雪
の
コ
ロ
シ
ア
ム

内
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
地
場
農
産

品
・
加
工
品
即
売
、
福
餅
ま
き
、

お
楽
し
み
抽
選
会
他

問
北
魚
沼
農
業
協
同
組
合
・
営
農

経
済
部
次
世
代
対
策
課

☎
７
９
３
・
１
７
７
０

◆◆
月
岡
公
園　
　
　
　
　
　

ユ
リ
球
根
掘
り
体
験

日
１０
月
１９
日
㈯
１０
時
～
１１
時

（
雨
天
中
止
の
場
合
は
会
場
入
口

に
看
板
を
設
置
し
ま
す
）

※
球
根
が
な
く
な
り
次
第
終
了

場
月
岡
公
園
内
花
広
場（
堀
之
内
）

内
球
根
は
１
人
１
袋
ま
で（
当
日
、

指
定
袋
配
布
）

対
ど
な
た
で
も

持
軍
手
、
長
靴
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど

申
直
接
会
場
へ（
事
前
申
込
不
要
）

他
ク
ワ
な
ど
振
り
上
げ
て
使
用
す

る
用
具
類
は
使
用
禁
止

※
安
全
性
確
保
の
た
め
ス
タ
ッ
フ

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
Ｊ
Ａ
北
魚
沼
園
芸
特
産
課

☎
７
９
４
・
３
９
９
２

◆◆
大
人
と
子
ど
も
の　
　
　

合
唱
体
験
・
見
学
会

　

大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
楽
し

く
歌
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

①
大
人
向
け
（
魚
沼
混
声
）

日
自
主
練
習
１０
月
１６
日
㈬
、
指
導

練
習
１１
月
１
日
㈮
１９
時
～
２１
時

内
曲
目
「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
サ

イ
レ
ン
ス
」
他

②
子
ど
も
向
け（
Ｋ
Ｉ
Ｄ
，Ｓ
う
お
ぬ
ま
）

日
１１
月
２
日
㈯
１６
時
～
１８
時

内
曲
目
「
桜
ノ
雨
」

③
親
子
む
け

日
１１
月
１４
日
㈭
１８
時
か
ら

内
曲
目
「
子
連
れ
狼
」「
道
化
師

の
ソ
ネ
ッ
ト
」
他

◦
共
通
事
項

講
吉
田
顕
さ
ん
場
小
出
郷
文
化
会
館

対
小
学
生
以
上
￥
無
料

問
魚
沼
混
声
合
唱
団
・
樋
口

☎
７
９
２
・
４
３
６
６

◆◆
星
空
と
天
体
観
察

日
１０
月
２０
日
㈰
１９
時
３０
分

場
星
の
家
天
体
観
測
室「
ス
バ
ル
」

内
オ
リ
オ
ン
座
流
星
群

講
須
原
天
文
台
星
の
家
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
対
５
歳
以
上
定
先
着
２０
人

￥
５
歳
幼
児
７０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円
、
高
校
生
以
上
２
０
０
円

他
雨
天
時
は
室
内
で
活
動
し
ま
す
。

申
当
日
会
場
か
北
部
振
興
事
務
所

☎
７
９
７
・
２
３
６
０

◆◆
草
月
流
清
美
会
い
け
ば
な
展

日
１０
月
１９
日
㈯
・
２０
日
㈰
９
時
３０

分
～
１６
時
場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

問
草
月
流
清
美
会
代
表
・
山
之
内

☎
７
９
９
・
２
１
５
２

演
ハ
ー
プ
・
歌
…
太
宰
陽
子
さ
ん
、

タ
ブ
ラ
（
イ
ン
ド
太
鼓
）
…
太
宰

敏
雄
さ
ん

・
雨
降
り
お
月
さ
ん
、
浜
千
鳥
、
兎

の
ダ
ン
ス
、
ほ
た
る
こ
い
、
さ
く
ら

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲　
「
月
ノ
祈

リ
」、「
青
い
オ
ア
シ
ス
」　

ほ
か

※
曲
目
・
曲
順
は
変
更
す
る
場
合
あ
り

対
未
就
学
児
以
外

定
１
０
０
人
￥
１
、７
０
０
円

問
小
出
郷
文
化
会
館
☎
７
９
２
・
８
８
１
１

◆◆
平
成
版
八
海
自
由
大
学

「
山
は
神
様
」　　
　
　
　

～
八
海
山
・
守
門
岳
～

日
１０
月
２８
日
㈪
１９
時
～
２０
時
３０
分

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館
大
会
議
室

内
魚
沼
地
域
の
山
岳
信
仰
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

講
桑
原
克
司
さ
ん
（
魚
沼
歴
史
・
民

俗
の
会
）
対
ど
な
た
で
も
定
２５
人

￥
無
料
〆
１０
月
２１
日
㈪

申
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

☎
７
９
２
・
０
０
８
２

９
時
～
１６
時
（
祝
日
休
館
）

◆◆
守
門
ふ
る
さ
と
教
室

　

守
門
地
域
の
各
集
落
を
回
り
、

地
域
の
お
宝
を
再
発
見
し
歴
史
や

文
化
を
学
び
ま
す
。
第
３
回
と
な

る
今
回
は
西
名
地
区
を
回
り
ま
す
。

日
１０
月
２２
日
㈫
９
時
３０
分
～
１１
時
３０

分
（
９
時
２０
分
西
名
の
神
社
に
集
合
）

講
山
之
内
喜
七
さ
ん
（
並
柳
）

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

申
守
門
公
民
館

（
守
門
開
発
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
９
７
・
２
２
６
１

◆◆
名
作
を
楽
し
む
秋
の
映
写
会

①｢

ロ
ー
マ
の
休
日
」

日
１０
月
２５
日
㈮
１９
時
か
ら

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
階
講
堂

②
「
荒
野
の
決
闘
」

日
１１
月
６
日
㈬
１９
時
か
ら

場
堀
之
内
公
民
館
大
ホ
ー
ル

◦
共
通
事
項

対
ど
な
た
で
も
申
不
要

問
広
神
図
書
館

☎
７
９
９
・
３
２
２
７

魚
沼
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
４
・
２
２
３
０

◆◆
０
～
３
才
向
け　
　
　

だ
っ
こ
で
お
は
な
し

日
１０
月
２５
日
㈮
１０
時
３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

内
お
子
さ
ん
を
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
し

な
が
ら
、
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。絵
本「
ポ
ケ
ッ
ト
」、

「
さ
わ
っ
て
さ
わ
っ
て
」、「
だ
れ

の
お
し
り
？
」、
紙
芝
居
「
も
り

の
ぶ
ら
ん
こ
」、「
ね
な
い
こ
だ
あ

れ
」
な
ど
を
読
み
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２
・
０
３
３
７

◆◆
新
潟
県
社
会
教
育
研
究
大
会

魚
沼
大
会
講
演
会

　

毎
年
、
県
内
を
巡
回
し
て
い
る

社
会
教
育
研
究
大
会
が
、
魚
沼
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
１０
月
１８
日
㈮
１１
時
か
ら

場
小
出
郷
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

演
社
会
教
育
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
元
気
に
～
つ
な
が
り
を
つ

く
る
こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
～

講
東
北
芸
術
工
科
大
学
教
授

松
田
道
雄
さ
ん

対
ど
な
た
で
も
申
不
要

問
生
涯
学
習
課
☎
７
９
４
・
６
０
７
３

生
涯
学
習
・
公
民
館

薬と健康の週間　期１０月１７日～１０月２３日　医薬品は、医師・薬剤師等専門家に相談して使用
しましょう。また、使用量・使用方法等を守り、正しく使いましょう。

小
出
郷
文
化
会
館

問
申
☎
７
９
２
・
８
８
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

Hhttp://w
w

w
.city.uonum

a.niigata.jp/bunka/

10⁄27㊐
9時スタート 紅葉

魚沼
マラソン
コシ
 ヒカリ

第２回

開催まであとわずか！

沿道からの応援を

よろしくお願いします。

通行規制（車両通行止め）のご案内
日 10 月 27 日㈰ 8：30 ～ 11：30
①薬師スキー場…周辺道路（8：30 ～
　11：30）
②県道小出守門線…神湯温泉倶楽部から
　須川入口まで（9：30～ 10：20予定）
③県道江口今泉線…県道小出守門線交差
　点との丁字路（今泉）から長松入口ま
　で（9：30～ 10：00予定）
④県道広神小出線…中家地内、七日市新
　田牛舎先交差点から新保橋手前丁字路
　（9：00～ 9：30予定）

ぼくらの七日間戦争（宮沢りえ ほか）
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10 月 16 日～ 31 日 行事カレンダー
16 水 ブックスタート（13:00/ 小出子育て支援センターぱぴぷ）
17 木 プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）

18 金

新潟県社会教育研究大会魚沼大会
（11:00/ 小出郷文化会館）
サロン・コンサート「チェレステ楽団歌とハープ
とタブラ」（19:00/ 守門健康センター）

19 土

ＪＡ北魚沼大農業祭（9:00/ 響きの森公園）
ブックスタート（10:00/ 広神図書館）
囲炉裏端で昔ばなしを聞く会（18:30/ 円明寺）
チェレステ楽団ライブ「月ノ祈リ」
（19:00/ 池田記念美術館）

20 日

休日窓口【小出庁舎のみ】（8:30 ～ 12:00）
（住民票・戸籍関係・印鑑証明の発行、印鑑登録）
日曜なんでも相談会・要予約（8:30/市民相談センター）
ホッとスペースひまわり
（13:00/ 広神コミュニティセンター）
魚沼市民謡民舞連合芸能豊穣まつり
（12:00/ 小出郷文化会館）

21 月 献血（9:30 ～ 11:00/ 守門庁舎、12:30 ～ 13:30/㈱エコ車検センター、14:30 ～ 16:00/ 広神庁舎）
22 火 みんなあつまれげんきっこ（9:00/ 小出保育園）
23 水

24 木
めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/ めぐみ幼稚園）
年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出ボランティアセ
ンター）要予約 長岡年金事務所☎ 0258･88･0006

25 金

だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）
第 7回農業委員会総会（13:00/ 広神庁舎）
名作を楽しむ秋の映写会「ローマの休日」
（19:00/ 広神コミュニティセンター）
なつかしの日本映画「伊豆の踊子」
（19:00/ 小出郷文化会館）

26 土
なつかしの日本映画（①ぼくらの七日間戦争 13:00
②時をかける少女 15:00 ③野菊の墓 17:00 ④伊豆
の踊子 19:00/ 小出郷文化会館）

27 日

第２７回小出北部コミュニティまつり＆小北マルシェ
（8:00/ 小出北部公民館）
ホッとスペースひまわり（13:00/広神コミュニティセンター）
なつかしの日本映画
（①ぼくらの七日間戦争 13:00 ②時をかける少女
15:00 ③野菊の墓 17:00/ 小出郷文化会館）
響きの森コンサートシリーズ「尾高忠明指揮札幌
交響楽団」（15:00/ 小出郷文化会館）
おいしいUONUMA!新日本プロレス魚沼大会・交流会
（15:00/ 堀之内体育館、交流会は試合終了後に堀之
内公民館）

28 月

29 火
めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/めぐみ幼稚園）
商工業者向け無料法律相談会（要予約）
（10:00/堀之内商工会）

30 水

31 木

第４期納期限（後期高齢者医療保険料）
第５期納期限（市・県民税、固定資産税、介護保険料、
国民健康保険税）
アートのつぼみ「ダンス」（19:00/ 小出郷文化会館）

乳幼児健診
種類 対象生年月日 期日 受付 会場

乳児
（４か月児）

H25.7.1 ～ 7.22 21 日㈭

13:00
～

13:15

小出子育て
支援センターH25.7.23 ～ 7.31 28 日㈭

1 歳６か月児
H24.4.1 ～ 4.20 6 日㈬

湯之谷保健
センター

H24.4.21 ～ 4.30 13 日㈬

２歳児
H23.11.1 ～ 11.18 20 日㈬

H23.11.19 ～ 11.30 27 日㈬

持母子健康手帳、問診票
・対象者が「H25 年度魚沼市乳幼児健診等のご案内」
　から変更していますのでご注意ください。
・H22.11 月生れのお子さんの 3 歳児健診は 12 月の予定です。

小出子育て支援センターぱぴぷ  ☎ 792・6356
名称 日時 内容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 ２２日㈮
10:45 ～ 11:00 対１１月生まれ

土曜開放日 ２日・９日
9:00 ～ 11:30 広場を開放します

ヨガ教室 １６日㈯
10:00 ～ 11:00

対未就学児の母親
　（要予約）

身長・体重計測 毎週月曜  9:00 ～ 12:00
             13:00 ～ 15:00

第２月曜（10:00 ～ 11:30）
栄養士が同席します

・午後から閉館する場合があります。詳細は「月のおた
　より」をご覧ください。
・育児相談は、随時受け付けています。

堀之内子育て支援センター　☎ 794・2158
名称 日時 内容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊びなど

わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 １９日㈫
10:45～11:00 対１１月生まれ

身長・体重計測 １９日㈫
9:00 ～ 12:00

乳幼児の育児等の
相談もできます

すくすく広場（親子ふれあい広場）  ☎ 792・6356
会場 日時 内容

守門健康センター ８日㈮
10:00 ～ 11:15『お買い物ごっこ』で遊

ぼう入広瀬保健センター １５日㈮
10:00 ～ 11:15

子育て支援センター11月 問健康増進室
☎ 792・9763

11月
児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期日 受付 会場

離乳食講習会
ステップ 1

H25 年 8 月生の
乳児の養育者

8 日
㈮

9:30
～

9:45 小
出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

離乳食講習会
ステップ 2

H25 年 4 月生の
乳児の養育者

12 日
㈫

離乳食講習会
ステップ 3

H25 年 1 月生の
乳児の養育者

19 日
㈫

1 歳
よちよち教室

（親子遊び、
歯磨き）

H24 年 11 月生 26 日
㈫

9:15
～

9:30

持母子健康手帳、離乳食講習会ステップ 1、2、3 に乳
　児を同伴する場合はバスタオル

子育て情報メール配信サービスをご利用ください　くわしい内容は「魚沼市ホームページトップ＞
子育て・教育＞子育て情報メール配信サービス開始」　Hhttp://www.city.uonuma.niigata.jp/

各
種
相
談
等

◆◆
商
工
業
者
向
け
無
料
相
談
会

日
程
を
変
更
し
ま
す

　

市
報
う
お
ぬ
ま
お
知
ら
せ
版
９

月
２５
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
無
料

相
談
会
の
日
程
を
次
の
と
お
り
変

更
し
ま
す
。

変
更
前
…
１０
月
２４
日
㈭
１０
時
～
１２
時

変
更
後
…

１０
月

２９
日
㈫

１０
時
～

１２
時

場
堀
之
内
商
工
会

他
１
件
３０
分
程
度
（
要
予
約
）

申
堀
之
内
商
工
会

☎
７
９
４
・
２
４
３
３

◆◆
小
出
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

日
１０
月
２７
日
㈰
８
時
～
１５
時
３０
分

・
野
菜
市
…
８
時
～
１０
時

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
…
９
時
～
１４
時

・
芸
能
発
表
会
…
１２
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

場
小
出
北
部
公
民
館

内
芸
能
発
表
会
、野
菜
市
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
防
災
用
品
展
示
他

◦
芸
能
発
表
会
の
出
演
者
を
募
集

し
ま
す

対
ジ
ャ
ン
ル
不
問

〆
１０
月
１８
日
㈮

申
小
出
北
部
公
民
館

☎
７
９
２
・
５
３
３
６

◆◆
グ
ル
ー
プ
り
ゅ
う
秋
の
絵
画
展

日
１０
月
２６
日
㈯
・
２７
日
㈰
い
ず
れ

も
１０
時
～
１７
時

場
銀
山
寺
（
佐
梨
７
９
１
番
地
国

道
１７
号
線
佐
梨
信
号
付
近
）

内
パ
ス
テ
ル
、
油
彩
画
約
３０
点

￥
無
料

対
ど
な
た
で
も

問
グ
ル
ー
プ
り
ゅ
う
・
尾
山　
　

☎
７
９
２
・
０
８
８
７

◆◆
第
６５
回
全
国
植
樹
祭　
　

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

　

平
成
２６
年
６
月
１
日
に
開
催
さ

れ
る
第
６５
回
全
国
植
樹
祭
の
開
催

気
運
を
高
め
る
と
と
も
に
、
参
加

者
の
一
般
公
募
の
周
知
を
図
る
た

め
、
式
典
と
楽
し
く
体
験
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
１０
月
２７
日
㈰
１０
時
～
１５
時

場
ア
オ
ー
レ
長
岡
ナ
カ
ド
マ
（
長

岡
市
大
手
通
）

◆◆「
井
口
汪
の
世
界
」
展

　

家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
、
身
近

な
自
然
等
を
描
い
た
油
絵
の
絵
画

展
で
す
。

期
１０
月
２５
日
㈮
～
２７
日
㈰
９
時
～

１７
時
３０
分
場
小
さ
い
記
念
館
（
親

柄
２
１
９
番
地
広
神
西
小
学
校
近

く
）
￥
無
料

問
小
さ
い
記
念
館
代
表
・
吉
田

☎
７
９
９
・
２
０
０
４

◆◆
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

魚
沼
祭

テ
ー
マ
「N

ext Challenge!　

拝

啓　

北
里
柴
三
郎
先
生
」

日
１０
月
２６
日
㈯
１０
時
～
１６
時
、

２７
日
㈰
１０
時
～
１７
時

場
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

対
ど
な
た
で
も

内
①
学
祖
北
里
博
士
の
故
郷
「
熊

本
料
理
の
模
擬
店
」
②
無
料
で
で

き
る
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！
」
③
吉

本
芸
人
お
笑
い
ラ
イ
ブ
④
新
潟
発

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
（
２７
日
の
み
）
他

・
第
１
部
：
式
典
（
１０
時
～
１０
時

３０
分
）
…
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
来

賓
祝
辞
等

・
第
２
部
：
イ
ベ
ン
ト
（
１１
時
～

１５
時
）…RYU

Tist

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、

握
手
会
、植
樹
祭
応
援
隊
長（
バ
ッ

ク
ス
ク
リ
ー
ン
等
）
に
よ
る
大
会

Ｐ
Ｒ
、
一
般
公
募
案
内
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
ダ
ン
ス
な
ど
）、
ゆ

る
キ
ャ
ラ
と
遊
ぼ
う
、
ブ
ー
ス
出

店
（
飲
食
物
等
販
売
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
）
対
ど
な
た
で
も

問
第
６５
回
全
国
植
樹
祭
新
潟
県
実

行
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
７
６
１

日
１０
月
２３
日
㈬
１８
時
３０
分
～
２０
時

場
堀
之
内
公
民
館
大
ホ
ー
ル

講
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
・
勝
谷
誠
彦
さ
ん

内
歯
に
衣
着
せ
ぬ
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
も
人
気
の
勝
谷
氏
が 

日
本
の
政
治
と
経
済
の
ゆ
く
え
に

つ
い
て 

最
新
情
報
を
交
え
鋭
く

解
説
し
ま
す
。

￥
無
料

他
主
催
：
堀
之
内
商
工
会
、
堀
之

内
四
交
会
、
堀
之
内
縣
信
会
、
堀

※
内
容
は
変
更
の
場
合
あ
り

問
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

☎
０
２
５
・
７
７
９
・
４
５
１
１

本
音
で
語
る
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

日
本
と
世
界
と
地
方
の
あ
し
た

之
内
地
区
法
人
会

共
催
：
魚
沼
市

問
堀
之
内
商
工
会

☎
７
９
４
・
２
４
３
３

　

テ
レ
ビ
番
組
「
ス
ッ
キ
リ
！！
」「
ビ
ー
ト
た
け
し
の
Ｔ
Ｖ
タ
ッ
ク
ル
」

で
お
馴
染
み
の
勝
谷
誠
彦
さ
ん
の
講
演
会
で
す
。

勝
谷
誠
彦
さ
ん

時局講演会
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市

長
室
だ

よ
り魚

沼
市
長　

大
平　

悦
子

■
東
日
本
大
震
災
・
魚
沼
市
へ
の
避
難
者
数
の
う
ご
き
＊
９
月

３０
日
現
在
【
公
営
住
宅
（
仮
設
住
宅
）】
…
３
世
帯
８
人
【
親
類
宅
等
避
難
者
】
８
世
帯

１２
人　

※
先
月
か
ら
変
更
な
し
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若
者
の
活
躍
に
期
待

 きらり☆

          魚沼人
～ うおぬまびと ～

遠
藤
さ
ん
は
、
シ
ベ
リ
ア
で

の
強
制
抑
留
の
経
験
を
お

持
ち
で
す
。
１７
歳
で
軍
隊
に
召
集

さ
れ
、
２１
歳
の
と
き
に
下
関
か
ら

満
州
に
渡
り
、
海
倫
（
現
在
の

ハ
ル
ピ
ン
市
北
部
）
に
い
た
昭

和
２０
年
に
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
部
隊
は

斉チ

チ

ハ

ル

斉
哈
爾
市
（
以
後
カ
ナ
表
記
）

ま
で
行
く
こ
と
に
な
り
、
毛
布
や

カ
ン
パ
ン
な
ど
背
負
え
る
だ
け
を

背
負
い
、
チ
チ
ハ
ル
へ
歩
き
出
し

ま
し
た
。「
三
日
三
晩
く
ら
い
は

歩
き
続
け
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。」

と
、
当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
話
し
続
け
ま
す
。

　
「
鉄
道
線
路
を
１０
セ
ン
チ
拡
げ

た
ら
内
地
（
日
本
の
本
土
）
へ
帰

す
と
言
わ
れ
て
ね
。
そ
れ
を
信
じ

て
チ
チ
ハ
ル
か
ら
軍
用
列
車
に
乗

り
込
ん
だ
ん
だ
。」
と
話
す
遠
藤

さ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
列
車
が
シ

ベ
リ
ア
に
向
か
う
も
の
だ
と
は
全

く
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
シ
ベ
リ
ア
へ
向
か
う
長
旅
の

列
車
の
中
で
広
大
な
バ
イ
カ
ル
湖

を
目
に
し
た
と
き
は
、
そ
れ
を
日

本
海
だ
と
思
い
込
み
、
心
か
ら
喜

ん
だ
そ
う
で
す
。

　

当
時
ロ
シ
ア
は
不
景
気
で
、
シ

市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

Ｑ

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   reference@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分

図
書
カ
ー
ド
」、「
魚
沼
映
画
の
専
門
店
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト
」
を
各
５
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
答
え
と
市
報
の
感
想
等
を
お
書
き
の
う

え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
ハ

ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

１０
月

２５
日
㈮

ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

市役所の各部署の場所や
業務内容を紹介します。

№ 18

こちらです。
窓口は

☎７９４－６０７３
E ﾒｰﾙ：syogaigakusyu@city.uonuma.niigata.jp

生涯学習課（堀之内庁舎２階）

■
主
な
業
務

【
社
会
教
育
係
】
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
総

合
企
画
、
青
少
年
教
育
、
家
庭
教
育
、
小
中
学

校
生
・
高
校
生
の
文
化
活
動
、
社
会
教
育
委
員
、

社
会
教
育
関
係
団
体
、
社
会
教
育
関
連
施
設
の

管
理
運
営
、
公
民
館
、
図
書
館
、
視
聴
覚
セ
ン

タ
ー
、
宮
柊
二
記
念
館

【
社
会
体
育
係
】市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
奨
励
、

社
会
体
育
指
導
者
の
養
成
・
確
保
、
社
会
体
育

関
連
施
設
の
管
理
運
営
、
社
会
体
育
団
体
の
育

成
及
び
認
定
、
学
校
体
育
施
設
の
開
放

【
文
化
財
係
】
文
化
財
の
調
査
・
指
定
、
文
化

財
の
保
存
管
理
・
活
用
、
文
化
財
関
連
施
設
の

管
理
運
営
、
文
化
財
保
護
思
想
の
啓
発
、
郷
土

史
料
の
収
集
・
調
査
研
究
・
保
管
・
活
用
、
歴

史
的
文
書
の
保
存
・
管
理
、
文
化
財
関
係
団
体

の
育
成

　

市
内
で
は
、
青
年
会
議
所
や
商

工
会
青
年
部
、
消
防
団
な
ど
若
者

が
活
躍
し
、
地
域
の
活
性
化
、
安

全
・
安
心
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
去
る
９
月
２３
日
に
社
団

法
人
魚
沼
青
年
会
議
所
設
立
３０
周

年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
来
賓

と
し
て
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
交
流
の
あ
る
福
島

県
会
津
坂
下
町
や
新
潟
県
内
の
青

年
会
議
所
関
係
者
が
招
か
れ
、
盛

大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

魚
沼
青
年
会
議
所
は
昭
和
５８
年

に
発
足
し
、
以
来
３０
年
に
わ
た
り

先
駆
的
に
様
々
な
活
動
を
展
開
し

て
き
て
い
ま
す
。
魚
沼
の
自
然
を

生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
奥
只
見
・

銀
山
カ
ー
ニ
バ
ル
」、
小
出
郷
文

化
会
館
こ
け
ら
落
と
し
で
の
「
第

九
合
唱
」、「
町
村
合
併
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」、「
高
校
生
論
文
コ
ン
ク
ー

ル
」、
昨
年
の
市
長
選
で
の
「
公

開
討
論
会
」
な
ど
、
活
動
は
数
え

上
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
中
越
大
震
災
で
は
混
乱
の
続

く
中
、
い
ち
早
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

本
部
を
立
ち
上
げ
復
旧
活
動
を
開

始
し
た
活
躍
は
、
強
く
私
の
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
若
者
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

遠藤 虎司さん

ベ
リ
ア
に
着
い
た
途
端
着
て
い
た

軍
服
を
取
ら
れ
、
１
枚
の
毛
布
と

綿
入
り
の
服
だ
け
が
支
給
さ
れ
ま

し
た
。厳
し
い
寒
さ
に
加
え
、日
々

支
給
さ
れ
る
食
事
は
お
よ
そ
１０
セ

ン
チ
真
四
角
の
パ
ン
１
枚
と
、
湯

呑
み
茶
碗
１
杯
の
炊
い
た
あ
ず
き

の
み
。
当
然
遠
藤
さ
ん
を
含
む
抑

留
者
の
ほ
と
ん
ど
が
栄
養
失
調
に

な
り
、
飢
え
か
ら
食
料
の
幻
覚
を

何
度
も
見
た
り
、
朝
に
な
る
と
仲

間
が
何
人
も
亡
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
っ
た
と
も
話
し
ま
す
。「
こ

こ
ま
で
の
経
験
を
し
て
し
ま
っ
た

も
ん
だ
か
ら
、（
そ
の
場
面
は
）

頭
か
ら
離
れ
な
い
ね
。」
と
、
悲

惨
な
思
い
出
も
含
め
て
た
く
さ
ん

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
作
業
能
力
が
認
め
ら

れ
た
が
た
め
に
、
皮
肉
に
も
早
期

の
帰
国
が
叶
わ
な
か
っ
た
遠
藤
さ

ん
が
日
本
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
の

は
昭
和
２４
年
８
月
の
こ
と
。

　

私
た
ち
の
想
像
を
遙
か
に
超
え

る
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
な
が

ら
、
４
年
も
の
間
必
死
に
生
き
た

遠
藤
さ
ん
の
お
話
は
、
本
当
に
貴

重
な
も
の
で
し
た
。

　

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、１０月２５日（金）です。

９
月

２８
日
に
大
湯
公
園
で
行
わ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
の
名
前
は
次
の
う
ち
ど
れ
？

Ａ
①
「
う
お
ぬ
ま
手
あ
そ
び
市
」

②
「
う
お
ぬ
ま
手
も
ん
づ
ら
市
」

③
「
う
お
ぬ
ま
手
わ
す
ら
市
」

武田　敏男　　吉田　　　　６３歳
星　　清治　　下折立　　　９０歳
髙橋　タマ　　長松　　　　９５歳
佐藤　増江　　米沢　　　　９３歳
佐藤　フミ　　小平尾　　　８５歳
小幡　千代　　親柄　　　　８５歳
小幡　　實　　親柄　　　　８６歳
佐藤マサオ　　三渕沢　　　８４歳
佐藤　秀雄　　高倉　　　　７７歳
坂内　　潔　　高倉　　　　７８歳

大平　利吉　　八幡町　　　８４歳
長橋徳太郎　　堀之内田中町　７６歳
森山　茂俊　　学校町　　　７８歳
小山賢一郎　　田戸　　　　９２歳
山田　律子　　本村　　　　８８歳
関　　義男　　寺村　　　　８８歳
宮内　ヒサ　　吉水　　　　８３歳
渡部　シヅ　　竜光一　　　９３歳
滝澤　ヒサ　　原一　　　　８８歳
水落　テル　　上稲倉　　　８８歳
星　　フサ　　小出稲荷町二　９３歳
松井　セツ　　諏訪町　　　９２歳
森山　カネ　　南本町　　　９８歳
森山　マサ　　古新田　　　９１歳
星野千代子　　上原　　　　８６歳
高橋　由紀　　向山　　　　４９歳
髙橋ヲトラ　　青島上　　　８８歳
桑原　歌子　　伊勢島　　　７７歳
桑原　マサ　　伊勢島　　１０３歳
橘　　武松　　干溝　　　　９２歳
岡部　スギ　　原虫野　　　９３歳
櫻井　幸雄　　上ノ原　　　８５歳
米山　昭司　　上ノ原　　　７１歳
新谷　　静　　七日市　　　８８歳

小林　琉
る な

南　健太郎 ・聡美　宮原町
渡邉　結

ゆ い と

斗　勇作・麻紀　　　吉水
志田ひなの　良平・ひとみ　　徳田
丸山　蒼

そうすけ

介　裕司・遥　　　　中原
佐藤　　颯

かける

　敦・茜　　　　　中原
星野　優

ゆ う と

斗　昭浩・遥菜　　　虫野
梅田　　隼

はやと

　司・静香　　大浦新田
小山　隼

は や と

人　達也・綾　　　七日市
佐藤　　迅

じん

　渡・美澄　　　　吉田
桜井　悠

ゆ う し

志　龍・美沙　　　雁坂下
高橋　陽

ひ ま り

葵　一也・薫　　　　田尻
星　　　弦

ゆずる

　匠・麻依　市営広神住宅

（ 8 月 21 日～ 9 月 20 日届出分） ※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。ひとのうごき
ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人口 うち外国人 増減
男 19,408 34 -10
女 20,384 143 -24
計 39,792 177 -34

世帯数 13,519 -3

人口と世帯数（Ｈ 25.9.1 現在）

　

前
回
の
正
解
は
、「
①
魚
沼
市
立
小
出
病
院
」

で
し
た
。
当
選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
図
書
カ
ー
ド
】
風
間
正
子
さ
ん
、
小
玉
由

紀
子
さ
ん
、
富
永
涼
さ
ん
、
佐
藤
ユ
キ
子
さ

ん
、伊
倉
京
子
さ
ん
【
映
画
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
】

佐
藤
和
子
さ
ん
、
関
陽
子
さ
ん
、
星
明
美
さ

ん
、
星
野
学
さ
ん
、
青
木
ケ
サ
ノ
さ
ん



魚
沼
市

魚
沼
市

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
１
０
０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

市
の

花

　カタクリ

市
の

木　コブシ

市
の

鳥　ウグイス

市

の魚　アユ

発行：魚沼市　　編集：魚沼市総務課 秘書広報室　
〒９４６ー８６０１　新潟県魚沼市小出島１３０番地１　☎０２５－７９２－１４９４
Ｅメール：reference@city.uonuma.niigata.jp　魚沼市役所ホームページ：http://www.city.uonuma.niigata.jp/

　
編
集
後
記

表
紙
の
写
真

市報うおぬま　2013. 10.10 　 26

児童絵画

ミニミニクッキング！
Good!

　

堀
之
内
十
五
夜
ま
つ
り
が

今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
と

な
る
「
神
輿
パ
レ
ー
ド
」
や

「
神
輿
流
し
」
は
勇
壮
で
華

や
か
で
す
が
、
ま
つ
り
の
始

ま
り
と
終
わ
り
を
優
雅
に
彩

る
「
屋
台
囃
子
」
も
、
地
域

の
方
や
カ
メ
ラ
愛
好
家
た
ち

の
注
目
を
集
め
ま
す
。

　

一
年
間
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
指
の
先
ま
で
し
と

や
か
に
舞
う
踊
り
手
さ
ん
の

姿
に
、
思
わ
ず
見
と
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
メ
モ
リ
ア
ル

コ
ン
サ
ー
ト
の
取
材
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
正
統
派
ク
ラ

シ
ッ
ク
か
ら
聞
き
な
じ
み
の

あ
る
曲
ま
で
、
観
客
を
楽
し

ま
せ
よ
う
と
す
る
構
成
は
さ

す
が
の
一
言
。
誰
も
が
思
わ

ず
手
拍
子
を
送
り
、
会
場
の

一
体
感
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
観
客
の
皆
さ
ん

も
、
余
韻
に
浸
り
な
が
ら
の

楽
し
い
帰
り
道
と
な
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ

行
っ
た
こ
と
が
な
い
方
に
お

勧
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す（
Ｓ
）

no.105

今月は須原小学校の
　　　児童の作品です

№

105

「一人がわらえば」
５年  飯 塚  美 亜  さん

「大物がつれそう！」
６年  五 十 嵐  佳 歩  さん

油揚げと青梗菜の煮びたし（副菜）

①油揚げは熱湯をまわしかけ油抜きし、せん切りに、
　青梗菜は４㎝長さに、にんじんは短冊切りにする。
②鍋に A、にんじんを入れて煮立て、弱火で５分程煮る。
③中火にし、油揚げ、青梗菜を加え、さらに煮込み、
　仕上げにしょうゆ、半量のかつおぶしを加えひと
　煮立ちさせる。
④器に盛り付け、残りのかつおぶしをかける。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

エネルギー　118kcal　　たんぱく質　6.5 ｇ
脂質　6.5 ｇ　　カルシウム　209 ｍｇ　　塩分　1.1 ｇ

　体重の１～２％をカルシウムが占めます。不足すると成長

不良や骨粗鬆症になります。成人の 1 日のめやすとする量は

男性で 650 ～ 800mg、女性で 600 ～ 650mg です。牛乳

200cc あたりカルシウムは 220mg 含まれます。牛乳や乳製

品を料理に加えて賢くカルシウムをとりましょう。

材料（４人分）
青梗菜　　　　　２８０ｇ
油揚げ　　　　　　　１枚
にんじん　　　　１／２本
しょうゆ　　　　小さじ２
かつおぶし　　　　　１袋

牛乳　　　　３００ｍℓ
スキムミルク　大さじ１
塩　　　　小さじ１／３
酒　　　　　　大さじ１｛A


